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内
閣
総
理
大
臣
清
浦
奎
吾	

　
　
　
　

―
立
憲
主
義
、
普
選
案
へ
の
思
念

小　

野　

修　

三

は
じ
め
に

大
正
三
年
一
一
月
に
貴
族
院
事
務
局
が
編
集
発
行
し
た
『
貴
族
院
要
覽
（
乙
）』
の
「
第
三
十
一
回
議
會
」
の
箇
所
に
、「
大
正
三
年
度
歳
入
歳
出
總
豫
算
案

〔
兩
院
修
正
、
貴
協
議
會
成
案
ヲ
否
決
ス
（
（
（

〕」
と
あ
る
。
海
軍
大
将
山
本
権
兵
衛
内
閣
下
で
起
っ
た
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
へ
の
善
後
策
を
め
ぐ
る
争
い
の
な
か
で
、

事
態
は
「
与
論
の
支
持
を
得
た
と
き
の
貴
族
院
の
力
（
（
（

」
を
見
せ
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
新
聞
は
こ
う
報
じ
た
。
す
な
わ
ち
、「（
大
正
三
年
三
月
）
二
十
三
日

の
貴
族
院
本
會
議
は
政
府
明
年
度
豫
算
案
に
對
し
大
多
數
を
以
て
兩
院
協
議
會
の
成
案
を
否
決
し
た
り
右
の
結
果
と
し
て
明
年
度
豫
算
は
帝
國
憲
法
第
七
十
一

條
に
依
り
遂
に
不
成
立
と
な
り
政
府
は
同
條
の
規
定
に
依
り
前
年
度
即
ち
大
正
二
年
度
豫
算
を
施
行
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
至
（
（
（

」
り
、
貴
族
院
の
要
求
た
る

「
海
軍
豫
算
削
減
（
（
（

」
が
大
正
三
年
度
に
は
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
山
本
権
兵
衛
内
閣
に
よ
る
新
年
度
予
算
案
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
大
正
三
年
三
月
二
三
日
か
ら
、
後
継
の
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
が

四
月
一
六
日
に
誕
生
す
る
ま
で
の
三
週
間
余
の
間
に
、
周
知
の
よ
う
に
、
枢
密
顧
問
官
子
爵
清
浦
奎
吾
（
（
（

に
対
し
て
、
三
月
三
〇
日
に
大
命
降
下
が
伝
え
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
清
浦
奎
吾
は
翌
「
三
十
一
日
午
前
八
時
三
十
分
宗
像
東
京
府
知
事
の
自
動
車
に
乘
り
直
に
宮
城
に
向
ひ
同
九
時
阪
下
門
よ
り
參
内
鷹
司
侍
從
長
に

面
會
要
談
を
爲
し
十
時
御
座
所
に
伺
候
し
た
る
に　

天
皇
陛
下
に
は
子
爵
を
御
前
近
く
召
さ
れ
内
閣
組
織
の
大
命
を
降
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
子
爵
は
謹
ん
で
御
受

け
申
上
げ
内
閣
員
の
人
選
を
了
る
ま
で
茲
數
日
間
の
御
猶
豫
を
仰
ぎ
奉
り
恭
し
く
敬
禮
の
上
御
前
を
拝
辭
し
云
（々
（
（

」。
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そ
し
て
、
こ
れ
も
周
知
の
如
く
、
こ
の
「
内
閣
員
の
人
選
」
は
失
敗
に
帰
し
、
大
正
三
年
に
清
浦
内
閣
は
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
新
聞
を

見
る
と
、
一
方
で
「
清
浦
内
閣
成
立
」
と
の
見
出
し
の
下
、「
外
務
大
臣
子
爵
内
田
康
哉
／
内
務
大
臣
宗
像
政
／
大
蔵
大
臣
荒
井
賢
太
郎
／
海
軍
大
臣
加
藤
友

三
郎
／
文
部
大
臣
福
原
鐐
次
郎
／
司
法
大
臣
松
室
致
／
農
商
務
大
臣
押
川
則
吉
／
逓
信
大
臣
田
健
治
郎
（
（
（

」
と
報
じ
ら
れ
、
そ
の
一
方
で
は
尾
崎
行
雄
が
「
世
間

は
清
浦
内
閣
の
成
立
を
殆
ん
ど
既
定
の
事
實
な
り
と
せ
る
も
（
中
略
）
顔
觸
の
困
難
よ
り
結
局
清
浦
内
閣
は
不
成
立
に
終
る
も
の
と
觀
察
し
て
疑
は
ざ
る
な

り
（
（
（

」
と
述
べ
て
い
た
。

尾
崎
行
雄
が
言
う
「
顔
觸
」
た
る
海
軍
大
臣
候
補
者
加
藤
友
三
郎
中
将
、
大
蔵
大
臣
候
補
者
荒
井
賢
太
郎
そ
し
て
総
理
大
臣
候
補
者
清
浦
の
三
人
は
大
正
三

年
四
月
五
日
に
芝
公
園
内
東
京
府
知
事
官
邸
に
て
「
三
人
一
室
に
入
り
約
一
時
間
に
渉
り
凝
議
し
た
り
凝
議
の
内
容
は
主
と
し
て
本
年
度
豫
算
に
關
し
て
荒
井

氏
よ
り
説
明
す
る
に
あ
り
た
る
も
の
ゝ
如
く
加
藤
中
将
は
唯
之
を
聴
取
し
た
る
の
み
に
て
當
日
は
何
等
提
議
ら
し
き
發
言
も
な
く
（
（
（

」
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

清
浦
の
側
か
ら
は
こ
の
「
三
人
一
室
」
の
後
に
「
大
正
三
年
度
の
豫
算
は
既
に
憲
法
の
規
定
に
依
り
二
年
度
豫
算
を
踏
襲
す
る
事
に
決
し
た
れ
ば
海
軍
費
に
就

て
も
問
題
は
殘
り
居
ら
ず
新
艦
建
造
費
の
始
末
に
就
て
は
海
軍
當
局
者
と
し
て
困
難
の
事
情
あ
ら
ん
も
そ
は
新
内
閣
成
立
の
上
徐
ろ
に
閣
員
の
協
議
に
待
ち
て

決
す
べ
し
然
る
を
今
日
よ
り
之
が
爲
に
或
は
臨
時
議
會
を
召
集
す
る
と
か
或
は
責
任
支
出
を
な
す
べ
し
と
約
す
る
が
如
き
は
斷
じ
て
取
ら
ざ
る
所
に
し
て
若
し

之
に
あ
ら
ざ
れ
ば
現
に
推
薦
さ
れ
居
る
海
軍
大
臣
の
就
任
を
見
る
こ
と
を
得
ず
と
せ
ば
已
む
を
得
ず
其
方
法
を
他
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
（1
（

」
と
の
所
見
が
示
さ

れ
た
。

そ
し
て
そ
の
翌
日
の
四
月
七
日
に
設
け
ら
れ
た
第
二
回
目
の
「
凝
議
」
を
終
え
た
後
、
前
日
の
「
其
方
法
を
他
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
は
海
軍
側
か
ら

「
臨
時
議
會
を
召
集
す
る
と
か
或
は
責
任
支
出
を
な
す
べ
し
」
と
の
「
海
軍
全
體
の
希
望
（
（1
（

」
を
放
棄
す
る
こ
と
に
同
意
を
得
る
こ
と
で
は
な
く
、
清
浦
側
が
組

閣
を
放
棄
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
大
正
三
年
四
月
七
日
に
「
大
命
を
拝
辭
（
（1
（

」
す
る
に
至
っ
た
。

本
稿
は
以
下
の
本
論
で
、
大
正
一
三
年
一
月
七
日
に
成
立
す
る
清
浦
内
閣
の
、
そ
の
成
立
以
前
と
成
立
以
後
の
両
過
程
に
お
い
て
、
特
に
貴
族
院
側
の
人
物

た
ち
と
の
交
渉
の
軌
跡
を
辿
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
「
は
じ
め
に
」
で
最
初
に
大
正
三
年
の
組
閣
失
敗
を
紹
介
し
て
い
る
理
由
は
、
清
浦
個
人
に
と

っ
て
、
そ
し
て
ま
た
近
代
日
本
の
政
治
史
に
と
っ
て
、
後
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
点
で
、
組
閣
に
成
功
し
た
大
正
一
三
年
の
み
な
ら
ず
、
組
閣
に
失
敗
し
た
大
正

三
年
の
出
来
事
の
方
も
、
重
大
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
清
浦
が
統
治
過
程
の
な
か
で
立
憲
主
義
を
守
る
こ
と
を
最
も
重
要
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な
事
柄
と
思
念
し
、
そ
の
信
条
に
基
づ
き
行
動
し
て
い
た
点
で
、
大
正
三
年
も
大
正
一
三
年
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
清
浦

は
明
治
一
〇
年
代
前
半
に
「
司
法
省
へ
の
出
仕
（
（1
（

」
の
な
か
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
導
の
も
と
、
治
罪
法
（
今
日
の
刑
事
訴
訟
法
）
制
定
作
業
に
従
事
し
て
お

り
、
法
治
国
家
思
想
が
骨
の
髄
ま
で
染
み
透
る
文
官
だ
っ
た
と
言
え
る
。

帝
国
憲
法
下
に
あ
っ
て
、
軍
令
に
係
わ
る
権
限
（
統
帥
権
）
は
天
皇
の
専
管
事
項
で
あ
っ
た
が
、
軍
政
に
係
わ
る
権
限
は
陸
軍
大
臣
、
海
軍
大
臣
が
他
の
内

閣
員
と
共
に
席
を
占
め
る
内
閣
に
お
け
る
「
閣
員
の
協
議
に
待
ち
て
決
す
」
と
い
う
統
治
手
続
を
、
大
正
三
年
の
組
閣
時
に
海
軍
側
が
無
視
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
内
閣
成
立
以
前
に
、
海
軍
側
の
希
望
（「
海
軍
全
體
の
希
望
」）
に
沿
っ
て
軍
政
の
執
行
が
約
束
さ
れ
る
と
い
う
、
憲
法
違
反
を
容
認
す
る
行
動
を
、
清
浦

は
次
期
総
理
大
臣
候
補
者
と
し
て
自
ら
に
許
さ
な
か
っ
た
が
、
組
閣
に
失
敗
し
た
清
浦
に
代
っ
て
大
正
一
三
年
四
月
一
六
日
に
組
閣
す
る
こ
と
に
な
る
大
隈
重

信
は
、
次
期
総
理
大
臣
候
補
者
と
し
て
、
こ
れ
を
自
ら
に
許
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
隈
内
閣
は
「
新
内
閣
成
立
の
上
徐
ろ
に
閣
員
の
協
議
に
待
ち
て
決
」
せ
ず
に
、「
或
は
臨
時
議
會
を
召
集
す
る
と
か
或
は
責
任
支
出
を
な
す
べ
し
と
約
す

る
」
こ
と
を
表
面
的
に
は
認
め
な
い
が
、
実
質
的
に
は
そ
う
い
う
意
味
の
約
束
（
（1
（

を
交
わ
し
た
が
故
に
、
海
軍
側
は
海
軍
大
臣
と
し
て
八
代
八
郎
中
将
を
推
薦
し

て
来
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
し
た
約
束
が
一
切
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
何
故
に
清
浦
内
閣
で
は
不
可
だ
っ
た
の
か
。
当
時
、「
大
隈
内
閣
成
立
經
過
（
（1
（

」

と
題
さ
れ
て
、「
清
浦
内
閣
の
流
産
せ
し
は
海
軍
大
臣
を
得
る
能
は
ざ
り
し
爲
め
な
れ
ば
大
隈
伯
は
加
藤
男
と
協
議
の
上
事
の
最
初
に
於
て
先
づ
山
縣
公
の
手

を
經
て
陸
軍
大
臣
に
岡
中
将
の
承
諾
を
得
一
面
加
藤
男
よ
り
急
電
を
發
し
て
先
づ
親
友
關
係
の
八
代
中
将
に
海
軍
大
臣
た
ら
ん
事
を
交
渉
し
其
内
諾
を
得
た

り
」
と
い
っ
た
記
事
も
見
ら
れ
た
が
、
大
正
三
年
四
月
二
三
日
付
の
新
聞
は
こ
の
第
二
次
大
隈
内
閣
誕
生
後
間
も
な
い
頃
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
偖
愈
噂
の
如
く
臨
時
議
會
を
開
く
事
と
な
ら
ば
其
理
由
は
如
何
と
云
ふ
に
畢
竟
責
任
支
出
不
可
能
と
の
意
味
に
外
な
ら
ざ
る
べ
く
即
ち
若
し
横

須
賀
工
廠
に
於
け
る
既
設
工
事
に
對
し
て
單
に
保
存
行
爲
を
な
す
も
の
な
ら
ば
責
任
支
出
も
亦
敢
て
不
可
な
か
る
べ
き
も
苟
も
積
極
的
建
設
工
事
費
と
あ
る
以

上
二
百
萬
圓
て
ふ
巨
費
を
ば
漫
然
豫
備
金
よ
り
支
出
す
る
は
何
と
し
て
も
違
憲
た
る
を
免
る
ゝ
能
は
ず
是
れ
臨
時
議
會
説
の
由
て
來
る
所
以
な
る
べ
し
（
（1
（

」
と
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
責
任
支
出
不
可
能
」、
ま
た
「
違
憲
た
る
を
免
る
ゝ
能
は
ず
」
な
る
語
句
は
、
あ
た
か
も
清
浦
内
閣
い
ま
こ
こ
に
在
り
か
の
よ
う
で
は

な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
正
三
年
に
成
立
し
得
な
か
っ
た
清
浦
内
閣
と
、
成
立
し
得
た
大
隈
内
閣
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
立
憲
主
義
を

政
府
が
尊
重
す
る
か
し
な
い
か
の
違
い
だ
っ
た
と
も
言
え
る
し
、
ま
た
協
議
し
て
決
め
る
際
に
、
統
治
の
当
事
者
が
ど
こ
に
基
準
を
定
め
て
決
め
る
か
の
違
い
、
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つ
ま
り
政
府
を
構
成
す
る
文
官
、
武
官
を
含
め
た
単
一
の
集
団
、
組
織
の
利
益
を
基
準
と
し
て
一
つ
の
結
論
を
得
る
か
、
そ
れ
と
も
清
浦
の
考
え
て
い
た
よ
う

に
、
個
々
の
集
団
、
組
織
が
共
に
承
認
す
る
統
治
全
体
の
利
益
を
基
準
に
し
て
一
つ
の
結
論
を
得
る
か
と
い
う
、
部
分
性
と
全
体
性
の
違
い
で
あ
っ
た
と
も
言

え
よ
う
。
清
浦
は
立
憲
主
義
者
と
し
て
、
憲
法
が
命
ず
る
通
り
の
統
治
原
則
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
一
方
で
当
時
の
清

浦
が
帯
び
て
い
た
限
界
は
、
統
治
に
対
す
る
全
体
的
視
野
を
欠
く
相
手
に
対
し
て
、
全
体
的
視
野
を
相
手
側
の
抵
抗
を
排
し
て
も
貫
き
通
す
と
い
う
、
権
力
闘

争
を
控
え
た
点
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
権
力
闘
争
を
控
え
る
と
い
う
当
時
の
彼
の
限
界
が
、
近
代
日
本
の
統
治
過
程
に
お
い
て
立
憲
主
義
が
存
立
す
る
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
わ
せ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
に
紹
介
し
た
入
閣
交
渉
で
立
憲
主
義
を
尊
重
し
な
か
っ
た
加
藤
友
三
郎
海
軍
中
将
は
、
大
正
三
年
四
月
に
誕
生
し
た
第
二
次
大
隈
内

閣
の
海
軍
大
臣
八
代
六
郎
が
翌
年
八
月
に
辞
任
す
る
と
そ
の
地
位
を
襲
い
、
そ
れ
か
ら
大
正
一
一
年
六
月
ま
で
連
続
し
て
七
年
近
く
そ
の
地
位
に
留
ま
り
、
さ

ら
に
引
き
続
き
自
ら
が
海
相
兼
任
で
首
班
と
し
て
内
閣
を
組
織
す
る
に
至
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
日
本
の
立
憲
主
義
は
、
大
正
三
年
の
清
浦
内
閣
の
不
成
立
に

よ
っ
て
、
蟻
穴
か
ら
堤
が
決
壊
す
る
が
如
く
、
崩
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
に
「
憲
政
の
神
様
」
と
称
さ
れ
た
尾
崎
行
雄
も
当
時
気
付
い
て
い

な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
帝
国
憲
法
下
で
は
、「
憲
政
の
常
道
」
と
い
う
こ
と
で
、
多
数
政
党
の
党
首
が
首
班
の
地
位
に
就
く
こ
と
を
以
て
の
み
立
憲
主

義
と
す
る
狭
さ
が
支
配
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
章　

大
正
一
三
年
一
月
七
日
以
前
の
清
浦
奎
吾

大
正
三
年
四
月
七
日
に
天
皇
に
拝
謁
し
た
清
浦
奎
吾
に
つ
い
て
新
聞
は
「
内
閣
組
織
に
一
頓
挫
を
來
し
た
る
は
遺
憾
の
極
」
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
經
過

を
伏
奉
し
謹
み
て
大
命
を
拝
辭
し
奉
」
り
し
と
こ
ろ
、「
陛
下
に
は
一
々
御
傾
聴
の
上
御
頷
か
せ
ら
れ
御
慰
勞
の
御
沙
汰
を
（
（1
（

」
賜
っ
た
と
報
じ
て
い
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
大
正
一
三
年
一
月
一
日
に
大
命
降
下
の
あ
っ
た
清
浦
奎
吾
に
つ
い
て
、
そ
の
二
日
後
の
一
月
三
日
の
出
来
事
と
し
て
新
聞
は
、

七
五
歳
と
い
う
年
齢
ま
た
枢
密
院
議
長
職
と
い
う
一
身
に
係
わ
る
事
情
に
て
「
拝
辭
を
致
し
度
い
旨
奉
答
」
し
た
と
こ
ろ
、「
攝
政
殿
下
よ
り
は
『
此
際
の
事
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で
あ
る
か
ら
務
め
て
や
れ
』
と
の
優
諚
を
拝
し
」
た
の
で
、「
更
に
御
辭
退
申
す
事
は
臣
子
の
分
と
し
て
洵
に
相
濟
ま
ぬ
事
で
あ
る
か
ら
（
中
略
）
其
思
召
に

副
ふ
様
奉
答
申
上
げ
」
た
と
の
清
浦
の
言
葉
（
（1
（

を
報
じ
た
。
そ
の
時
点
で
の
現
内
閣
た
る
山
本
権
兵
衛
内
閣

―
一
〇
年
前
と
同
じ
山
本
権
兵
衛
内
閣

―
は
、

大
正
一
二
年
一
二
月
二
七
日
の
「
今
朝
、
議
會
開
院
式
途
上
／
攝
政
宮
殿
下
を
／
狙
撃
（
（1
（

」
と
の
不
敬
事
件
（
虎
ノ
門
事
件
）
の
責
任
を
取
り
、
総
辞
職
に
及
ば

ず
と
の
優
諚
も
辞
退
（
（2
（

し
、
総
辞
職
を
決
意
し
て
い
た
。

清
浦
の
場
合
に
は
生
涯
で
二
度
に
亘
る
大
命
拝
辞
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
回
の
拝
辞
の
理
由
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
一
方
は
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介

し
た
よ
う
に
、
組
閣
時
に
立
憲
主
義
に
反
す
る
要
求
は
受
け
入
れ
難
い
と
の
、
清
浦
自
身
の
信
条
に
係
わ
る
問
題
に
起
因
し
、
他
方
は
清
浦
一
身
に
係
わ
る
事

情
と
い
う
言
い
方
で
言
い
表
さ
れ
た
、
彼
の
「
支
持
母
体
（
（2
（

」
た
る
貴
族
院
と
の
権
力
闘
争
に
自
ら
乗
り
出
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
大
正
一
三
年
の
清
浦
は
大
正
三
年
の
彼
と
は
異
な
り
、
政
府
内
で
の
権
力
闘
争
の
機
会
に
臨
み
、
こ
れ
を
〈
控
え
る
〉
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
大
正
一
三
年
元
旦
に
大
命
降
下
の
あ
っ
た
枢
密
院
議
長
清
浦
に
よ
る
組
閣
も
難
航
し
た
。
そ
の
清
浦
に
つ
い
て
は
、「
後
継
内

閣
組
織
の
大
命
を
拝
し
た
清
浦
奎
吾
子
は
當
初
主
と
し
て
研
究
會
に
拠
り
政
友
會
の
諒
解
を
基
礎
と
し
て
新
内
閣
を
組
織
す
る
方
針
で
あ
つ
た
處
、
研
究
會
の

態
度
が
餘
り
に
一
黨
一
派
に
偏
せ
ん
と
す
る
傾
向
あ
る
爲
め
、
斯
て
は
推
薦
者
た
る
元
老
の
意
圖
に
も
反
し
（
中
略
）
素
志
の
貫
徹
覺
束
な
き
を
痛
感
し
た
（
（2
（

」

と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
一
月
三
日
に
大
命
を
拝
辞
し
、「
攝
政
殿
下
」
か
ら
の
「
優
諚
を
拝
し
」
た
清
浦
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
で
自
ら
の

思
念
を
〈
相
手
側
の
抵
抗
を
排
し
て
も
貫
き
通
す
〉
構
え
を
見
せ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。〈
相
手
側
〉
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
貴
族
院
の
最
大
最
強
の
会
派

研
究
会
で
あ
る
。
一
点
目
は
、「
組
閣
の
基
礎
を
研
究
會
を
中
心
と
し
て
貴
族
院
方
面
に
求
め
（
（2
（

」
た
い
の
で
研
究
会
か
ら
変
わ
ら
ず
援
助
を
仰
ぎ
た
い
が
、「
一

黨
一
派
に
偏
せ
ん
と
す
る
傾
向
」
は
避
け
た
い
、
二
点
目
は
研
究
会
が
政
友
会
と
の
関
係
を
良
好
に
保
ち
た
い
と
考
え
、
交
渉
頂
い
て
来
た
こ
と
は
有
難
い
が
、

「
衆
議
院
方
面
の
諒
解
は
組
閣
後
の
形
勢
に
俟
つ
て
徐
ろ
に
考
慮
す
る
事
（
（2
（

」
に
変
更
し
た
い
と
し
た
点
で
あ
る
。

二
点
目
は
「
政
友
會
内
の
改
革
派
は
（
大
正
一
三
年
一
月
）
一
日
夜
某
所
に
會
合
し
て
對
清
浦
内
閣
態
度
に
就
て
協
議
し
た
所
此
の
際
は
益
結
束
を
堅
ふ
し

て
積
極
的
援
助
の
方
針
を
取
る
こ
と
に
申
合
は
す
所
が
あ
つ
て
散
會
（
（2
（

」
と
も
報
じ
ら
れ
、
こ
の
政
友
会
改
革
派
は
大
正
一
三
年
一
月
二
九
日
に
政
友
本
党
を
結

党
し
、「
衆
議
院
に
二
七
八
の
議
席
を
持
っ
て
い
た
政
友
会
が
政
友
本
党
と
政
友
会
に
分
裂
し
、
多
数
派
の
政
友
本
党
が
清
浦
内
閣
の
準
与
党
と
な
っ
た
（
（2
（

」
の

だ
か
ら
、「
勝
算
（
（2
（

」
あ
り
と
清
浦
は
考
え
て
い
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
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「
組
閣
の
裁
量
は
總
て
研
究
に
一
任
（
（2
（

」
と
の
評
判
の
な
か
で
、
大
正
一
三
年
一
月
七
日
に
誕
生
し
た
清
浦
内
閣
の
閣
僚
は
次
の
よ
う
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

就
任
前
の
履
歴
と
共
に
一
覧
表
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

外
務
大
臣　
　
　

松
井
慶
四
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
務
次
官

内
務
大
臣　
　
　

水
野
鍊
太
郎　
　

勅
選
議
員
（
交
友
倶
楽
部
）　　

内
務
大
臣
（
加
藤
友
三
郎
内
閣
）

大
蔵
大
臣　
　
　

勝
田
主
計　
　
　

勅
選
議
員
（
研
究
会
）　　
　
　

大
蔵
大
臣
（
寺
内
正
毅
内
閣
）

陸
軍
大
臣　
　
　

宇
垣
一
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
次
官

海
軍
大
臣　
　
　

村
上
格
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軍
事
参
議
官

司
法
大
臣　
　
　

鈴
木
喜
三
郎　
　

勅
選
議
員
（
交
友
倶
楽
部
）　　

司
法
次
官

文
部
大
臣　
　
　

江
木
千
之　
　
　

勅
選
議
員
（
茶
話
会
）　　
　
　

文
部
官
吏

農
商
務
大
臣　
　

前
田
利
定　
　
　

有
爵
議
員
（
研
究
会
）　　
　
　

逓
信
大
臣
（
加
藤
友
三
郎
内
閣
）

逓
信
大
臣　
　
　

藤
村
義
朗　
　
　

有
爵
議
員
（
公
正
会
）　　
　
　

三
井
社
員

鉄
道
大
臣　
　
　

小
松
謙
次
郎　
　

勅
選
議
員
（
研
究
会
）　　
　
　

逓
信
次
官

内
閣
書
記
官
長　

小
橋
一
太　
　
　

衆
議
院
議
員
（
政
友
会
）　　
　

内
務
次
官

法
制
局
長
官　
　

佐
竹
三
吾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
電
気
局
長（（2
（

誕
生
し
た
清
浦
内
閣
に
は
貴
族
院
研
究
会
か
ら
計
三
名
（
勅
選
議
員
二
名
、
有
爵
議
員
一
名
）
が
入
閣
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
名
簿
に
対
し
て
、「
優

諚
を
拝
し
」
た
後
の
、
大
正
一
三
年
一
月
五
日
の
時
点
で
の
閣
僚
候
補
者
リ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
は
「
研
究
會
と
し
て
は
自
派
よ
り
約
四
名
の
閣
僚
を
出
し
他
は

公
正
、
茶
話
、
交
友
の
三
派
か
ら
各
一
名
宛
の
入
閣
を
希
望
し
て
居
る
模
様
で
直
に
右
の
三
派
に
對
し
交
渉
を
開
始
し
た
（
（3
（

」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
研
究
会
か

ら
は
そ
れ
ま
で
の
段
階
で
「
約
四
名
」
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
あ
と
一
名
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
は
ず
で
、
そ
の
一
名
と
は
研
究
会
の
伯
爵
大
木
遠
吉
で
あ
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っ
た
に
間
違
い
な
い
。
清
浦
内
閣
が
誕
生
し
た
大
正
一
三
年
一
月
七
日
付
朝
刊
に
は
「
大
木
伯
／
入
閣
辭
退
事
情
」
の
見
出
し
で
、「
政
友
會
側
に
は
此
の
内

閣
よ
り
伯
を
失
ひ
殊
に
黨
勢
擴
張
上
密
接
の
關
係
あ
る
鐵
相
の
椅
子
か
ら
逃
げ
ら
れ
た
こ
と
を
大
に
失
望
し
て
ゐ
る
様
で
あ
る
（
（3
（

」
と
あ
る
。
政
友
会
が
失
望
し

な
い
、
つ
ま
り
大
木
遠
吉
の
名
前
が
載
っ
た
入
閣
候
補
者
リ
ス
ト
を
携
え
て
、
研
究
会
の
「
青
木
水
野
兩
子
／
横
田
總
務
と
會
見
／
政
友
の
諒
解
を
求
む
（
（3
（

」
と

い
っ
た
組
閣
工
作
が
研
究
会
と
政
友
会
の
間
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
研
究
会
と
政
友
会
と
は
少
な
く
と
も
清
浦
内
閣
誕
生
の

直
前
直
後
で
は
共
存
共
栄
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
さ
ら
に
当
時
の
貴
族
院
研
究
会
の
動
き
を
記
し
て
お
こ
う
。
大
正
一
三
年
元
旦
の
様
子
で
あ
る
が
、「
研
究
會
の
青
木
水
野
福
原
の
三
領
袖
は
一
日

午
後
五
時
か
ら
小
石
川
の
水
野
子
邸
に
會
合
し
清
浦
子
に
大
命
降
下
後
の
會
の
態
度
に
就
き
協
議
を
重
ね
更
に
同
夜
十
時
過
ぎ
か
ら
小
笠
原
邸
に
會
合
し
て
鳩

首
協
議
深
更
に
及
ん
で
散
會
（
（3
（

」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
名
前
の
出
て
い
る
青
木
信
光
子
爵
、
水
野
直
子
爵
、
福
原
俊
丸
男
爵
、
小
笠
原
長
幹
伯
爵

と
い
っ
た
有
爵
議
員
を
含
め
、
研
究
会
の
幹
部
は
「
四
日
午
前
十
時
過
ぎ
よ
り
華
族
會
館
に
於
い
て
幹
部
會
を
開
き
（
中
略
）
前
日
に
引
續
き
協
議
を
重
ね
た

が
清
浦
子
昨
今
の
行
動
に
就
き
慊
ら
ざ
る
も
の
あ
り
相
當
硬
化
論
も
出
で
議
論
紛
糾
の
状
態
に
あ
る
中
に
も
八
條
、
大
河
内
、
福
原
氏
等
の
少
壮
者
は
研
究
會

の
體
面
論
を
高
潮マ

マ

し
て
清
浦
内
閣
援
助
に
反
對
し
青
木
、
大
木
、
水
野
の
領
袖
連
は
比
較
的
軟
論
を
唱
へ
議
論
多
岐
に
亙
つ
て
容
易
に
決
す
る
模
様
が
無
か
つ

た
が
結
局
援
助
に
決
し
て
正
午
散
會
（
（3
（

」
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
貴
族
院
研
究
会
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
の
清
浦
の
よ
う
な
勅
選
議
員
で
は
な
く
、
青
木
、
水

野
と
い
っ
た
有
爵
議
員
が
牛
耳
を
執
り
、「
出
來
得
べ
く
ん
ば
研
究
會
が
内
閣
の
中
堅
と
な
り
其
抱
懐
し
居
る
政
策
を
樹
立
せ
ん
（
（3
（

」
と
画
策
し
て
い
た
。
こ
の

画
策
に
対
す
る
「
優
諚
を
拝
し
」
た
後
の
清
浦
の
権
力
闘
争
は
確
認
出
来
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
一
三
年
一
月
三
日
朝
刊
に
「
憲
政
會
側
で
／
閣
僚
の
下
馬
評
（
（3
（

」
の
見
出
し
の
下
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
研
究
会
の
動
き
を
知
ら
な
か
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
憲
政
會
で
は
清
浦
内
閣
組
閣
の
方
針
は
絶
對
に
一
黨
一
派
に
偏
せ
ず
閣
員
も
亦
政
黨
員
よ
り
取
ら
ず
樞

密
院
並
に
貴
族
院
各
派
を
基
礎
と
し
て
（
中
略
）
其
顔
觸
は
樞
密
院
側
よ
り
内
務
有
松
英
義
氏
は
殆
ど
確
定
的
（
（3
（

」
と
。
文
久
三
年
生
ま
れ
な
の
で
、
嘉
永
三
年

生
ま
れ
の
清
浦
よ
り
一
三
歳
年
少
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
官
職
上
の
経
歴
に
お
い
て
共
通
す
る
所
が
多
く
、
貴
族
院
勅
選
議
員
か
ら
現
職
の
枢
密
顧
問

官
へ
の
就
任
も
清
浦
と
同
様
で
あ
り
、
信
頼
の
念
が
篤
い
が
故
に
「
憲
政
會
側
」
も
内
務
大
臣
と
し
て
の
入
閣
を
当
然
視
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
、
有

松
は
大
正
一
三
年
一
月
一
日
の
大
命
降
下
当
日
大
森
の
清
浦
邸
に
馳
せ
参
じ
て
お
り
（
（3
（

、
ま
た
四
日
に
は
清
浦
か
ら
「
研
究
會
と
も
諒
解
が
出
來
る
見
込
で
あ
る
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か
ら
此
際
入
閣
し
て
援
助
し
て
貰
ひ
た
い
（
（3
（

」
と
懇
ろ
に
依
頼
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
断
っ
て
い
た
。
こ
の
欠
落
を
補
っ
た
の
が
、
清
浦
と
同
郷
熊
本
出
身
の
内
閣

書
記
官
長
小
橋
一
太
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
前
回
の
総
選
挙
、
す
な
わ
ち
大
正
九
年
五
月
原
敬
内
閣
下
で
執
行
さ
れ
た
第
一
四
回
総
選
挙
に
、
水
野
鍊
太
郎

内
相
の
も
と
内
務
次
官
で
あ
っ
た
が
、
政
友
会
に
入
党
し
て
「
郷
里
熊
本
縣
第
一
區
よ
り
立
候
補
し
（
（4
（

」、
初
当
選
し
た
衆
議
院
議
員
小
橋
一
太
を
、
内
閣
書
記

官
長
と
し
て
招
き
、
こ
の
小
橋
を
通
し
て
清
浦
内
閣
は
政
友
会
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
組
閣
前
後
に
お
い
て
可
能
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
船
出
直
後
の
清
浦
内
閣
に
と
っ
て
決
し
て
敵
で
は
な
か
っ
た
政
友
会
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
動
き
が
起
こ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

大
正
一
三
年
一
月
一
八
日
、
三
浦
観
樹
将
軍
の
斡
旋
に
よ
り
政
友
会
総
裁
高
橋
是
清
、
憲
政
会
総
裁
加
藤
高
明
、
革
新
倶
楽
部
犬
養
毅
の
「
三
黨
首
領
の
會
合

／
憲
政
擁
護
の
共
同
目
的
か
ら
／
政
黨
内
閣
確
立
の
申
合
（
（4
（

」
が
な
さ
れ
、「
特
権
内
閣
を
一
日
も
速
か
に
到
壊
（
（4
（

」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
に
先
立
ち

大
正
一
三
年
一
月
一
一
日
に
は
「
特
権
内
閣
打
破
運
動
に
關
し
都
下
新
聞
通
信
有
志
の
發
起
（
（4
（

」
を
見
て
、
議
会
の
内
外
で
の
動
き
が
連
携
し
、
倒
閣
運
動
す
な

わ
ち
「
い
わ
ゆ
る
第
二
次
護
憲
運
動
（
（4
（

」
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
政
府
は
（
大
正
一
三
年
一
月
）
十
七
日
の
閣
議
で
衆
議
院
に
内
閣
彈
劾
案
が
提
出
せ

ら
る
ゝ
場
合
に
は
何
等
躊
躇
す
る
所
な
く
衆
議
院
を
解
散
す
る
に
決
定
（
（4
（

」
と
い
う
構
え
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
実
際
に
衆
議
院
解
散
後
の
、
大
正
一
三
年
五

月
に
執
行
さ
れ
た
第
一
五
回
総
選
挙
（
（4
（

で
は
「
準
与
党
」
た
る
政
友
本
党
が
第
一
党
の
位
置
を
護
憲
三
派
に
奪
わ
れ
、
清
浦
内
閣
は
政
権
運
営
を
断
念
す
る
こ
と

と
な
る
。
次
章
は
大
正
一
二
年
一
二
月
か
ら
開
会
さ
れ
て
い
た
第
四
八
回
帝
国
議
会
に
臨
む
清
浦
内
閣
の
動
き
を
追
う
こ
と
と
す
る
。

第
二
章　

大
正
一
三
年
一
月
七
日
以
降
の
清
浦
奎
吾

大
正
一
三
年
二
月
に
衆
議
院
事
務
局
が
編
集
発
行
し
た
『
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
衆
議
院
報
告
』
に
は
「
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
ハ
大
正
十
二
年
十
一
月
十

四
日
公
布
ニ
係
ル
召
集
ノ　

詔
書
ニ
依
リ
十
二
月
二
十
五
日
ヲ
以
テ
東
京
ニ
召
集
セ
ラ
レ
同
日
議
院
成
立
ス
而
シ
テ
同
月
二
十
六
日
公
布
ノ
帝
國
議
會
開
會
ノ

詔
書
ニ
依
リ
翌
二
十
七
日　

攝
政
殿
下
台
臨
開
院
ノ
式
ヲ
擧
ケ
サ
セ
ラ
レ
十
三
年
一
月
三
十
一
日
會
議
休
憩
中
解
散
ヲ
命
セ
ラ
ル
（
（4
（

」
と
あ
り
、
衆
議
院
本
会

議
開
会
日
数
は
「
四
日
（
（4
（

」、
そ
の
会
議
総
時
間
は
「
二
時
、
二
五
分
、
〇
〇
秒
（
（4
（

」
つ
ま
り
二
時
間
二
五
分
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
冊
子
に
は
、
そ
の
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本
会
議
開
催
の
あ
っ
た
の
が
何
月
何
日
だ
っ
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
は
官
報
号
外
を
参
照
し
て
そ
の
四
日
を
特
定
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、

第
四
八
回
帝
国
議
会
・
衆
議
院

大
正
一
二
年
一
二
月
二
七
日　

開
院
式
お
よ
び
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

同
二
八
日　

本
会
議
（
年
末
の
た
め
の
休
会
入
り
）

大
正
一
三
年　

一
月
二
二
日　

本
会
議
（
緊
急
動
議
に
よ
る
休
会
入
り
）

　
　
　
　
　
　
　

同
三
一
日　

本
会
議
（
解
散
）

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
四
日
の
う
ち
最
初
の
二
日
間
は
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
も
と
で
開
会
さ
れ
、
後
の
二
日
間
は
交
代
し
た
清
浦
内
閣
の
も
と
で
の
開
会

で
あ
っ
た
が
、
恒
例
の
新
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
は
、
衆
議
院
で
は
予
定
の
一
月
三
一
日
に
、
議
題
と
し
て
緊
急
質
問
が
優
先
さ
れ
、
こ
れ
に

対
す
る
答
弁
を
め
ぐ
る
混
乱
で
暫
時
休
憩
中
に
解
散
の
詔
書
が
発
せ
ら
れ
た
た
め
、
な
さ
れ
ず
仕
舞
い
だ
っ
た
。
当
日
、
衆
議
院
議
長
粕
谷
義
三
は
次
の
よ
う

に
議
事
を
進
行
さ
せ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
○
議
長
（
粕
谷
義
三
君
）　

本
日
ハ
清
浦
總
理
大
臣
外
二
大
臣
ヨ
リ
演
説
ノ
通
告
モ
參
ツ
テ
居
リ
マ
ス
、
併
ナ
ガ

ラ
只
今
濱
田
國
松
君
外
三
名
ヨ
リ
思
想
惡
化
ニ
關
ス
ル
緊
急
質
問
ガ
提
出
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
、
此
際
直
ニ
之
ヲ
議
題
ト
シ
テ
、
其
趣
旨
辯
明
ヲ
許
ス
ヤ
否
ヤ
ヲ
御

諮
リ
致
シ
マ
ス
／
〔「
異
議
ナ
シ
」
ト
呼
フ
者
ア
リ
〕
／
○
議
長
（
粕
谷
義
三
君
）　

許
ス
ニ
異
議
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
／
〔「
異
議
ナ
シ
」
ト
呼
フ
者
ア
リ
〕
／
○

議
長
（
粕
谷
義
三
君
）　

御
異
議
ナ
シ
ト
認
メ
マ
ス
、
仍
テ
之
ヲ
許
シ
マ
ス

―
濱
田
國
松
君
（
（5
（

」。

こ
う
し
て
登
壇
し
た
革
新
倶
楽
部
の
濱
田
國
松
は
、
昨
夜
彼
だ
け
で
は
な
く
、
憲
政
擁
護
運
動
の
た
め
の
遊
説
で
政
友
会
総
裁
高
橋
是
清
、
革
新
倶
楽
部
犬

養
毅
ら
も
乗
車
し
て
い
た
列
車
に
対
し
て
な
さ
れ
た
「
轉
覆
ノ
非
行
（
（5
（

」
に
つ
い
て
、
首
相
の
「
組
閣
ノ
動
機
出
發
ガ
自
ラ
思
想
ノ
惡
化
ヲ
誘
發
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ

ニ
非
ザ
ル
カ
（
（5
（

」
と
糺
し
た
。
こ
れ
へ
の
答
弁
が
始
ま
る
に
際
し
て
議
場
騒
然
と
い
う
事
態
と
な
り
、
議
長
粕
谷
は
こ
う
発
言
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
○
議
長

（
粕
谷
義
三
君
）　

暫
ク
御
聽
ヲ
願
ヒ
マ
ス
、（
拍
手
）
只
今
議
事
中
ニ
於
テ
議
員
ニ
非
ザ
ル
者
ガ
此
議
場
ニ
入
ツ
タ
ト
云
フ
事
實
ガ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
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マ
ス
、
此
件
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
篤
ト
調
査
ヲ
致
シ
マ
ス
ル
爲
メ
、
暫
時
休
憩
ヲ
致
シ
マ
ス
／
午
後
一
時
四
十
五
分
休
憩
（
（5
（

」。
こ
の
「
暫
時
休
憩
」
中
の
「
午
後

三
時
五
十
五
分
（
（5
（

」
に
「
朕
帝
國
憲
法
第
七
條
ニ
依
リ
衆
議
院
ノ
解
散
ヲ
命
ス
（
（5
（

」
と
の
詔
書
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
貴
族
院
の
停
会
を
命
ず
る
詔

書
（
（5
（

も
発
せ
ら
れ
た
。
詔
書
は
、
帝
国
憲
法
第
五
五
条
に
よ
り
国
務
大
臣
の
副
署
が
必
要
な
の
で
、
清
浦
の
場
合
、
自
分
で
自
分
の
施
政
方
針
演
説
の
機
会
を
放

棄
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
清
浦
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
は
、
貴
族
院
で
は
こ
れ
を
行
な
っ
て
い
た
。『
第
四
十
七
回
第
四
十
八
回
第
四
十

九
回
帝
國
議
會
貴
族
院
事
務
局
報
告
』（
大
正
一
四
年
一
月
、
貴
族
院
事
務
局
）
に
よ
れ
ば
、「
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
事
務
局
報
告
」「
議
事
日
表
」

の
な
か
で
、
大
正
一
三
年
一
月
二
二
日
（
火
曜
日
）
に
「
國
務
大
臣
子
爵
清
浦
奎
吾
施
政
ノ
方
針
ヲ
演
説
ス
（
（5
（

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

次
に
そ
の
清
浦
の
貴
族
院
で
の
演
説
と
こ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
が
、
そ
の
前
に
参
考
の
た
め
に
「
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族

院
」
で
の
会
議
開
催
は
「
計
七
日
（
（5
（

」
に
亘
り
、
そ
の
合
計
時
間
は
「
計
二
十
四
時
五
十
二
分
（
（5
（

」
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。
前
記
の
よ
う
に
、
同
議

会
衆
議
院
の
場
合
に
は
、
会
議
日
は
そ
の
約
半
分
、
会
議
時
間
は
そ
の
約
十
二
分
の
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
貴
族
院
議
員
に
対
し
て
は
議
会
で
の
施
政
方
針
演

説
に
先
立
つ
八
日
前
の
、
大
正
一
三
年
一
月
一
四
日
（
月
曜
日
）
に
事
前
の
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、「
清
浦
首
相
は
（
中
略
）
永
田
町
首
相

官
邸
に
貴
族
院
各
派
代
表
者
を
招
待
し
て
（
中
略
）
席
上
左
の
如
き
政
綱
政
策
の
大
要
を
説
述
し
た
／
私
は
今
回
大
命
を
拝
し
て
内
閣
を
組
織
し
た
が
老
軀
且

つ
微
力
で
此
の
難
局
に
當
る
こ
と
は
誠
に
重
任
で
あ
る
諸
君
の
深
甚
な
る
同
情
と
援
助
と
に
依
つ
て
此
の
重
任
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
來
た
ら
私
の
幸
甚
と
す

る
所
で
あ
る
、
就
て
は
此
の
機
會
に
於
て
内
閣
政
策
の
一
端
を
申
上
げ
て
諸
君
の
教
示
を
仰
が
ん
と
欲
す
る
、
外
交
の
こ
と
は
今
日
別
段
申
上
ぐ
る
こ
と
も
無

い
か
ら
暫
く
之
を
云
は
ず
先
づ
内
政
問
題
に
關
す
る
所
見
を
述
べ
る
と
内
政
に
於
て
は
第
一
國
民
精
神
の
振
興
第
二
經
濟
力
の
復
興
を
そ
の
核
心
と
す
る
も
の

で
あ
る
（
後
略
（
（6
（

）」
と
述
べ
て
い
た
。

こ
の
事
前
の
説
明
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
し
て
、
そ
の
二
日
前
の
一
月
一
二
日
（
土
曜
日
）
の
動
き
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
新
聞
に
よ
れ
ば
、
そ
の
土
曜

日
に
開
か
れ
た
閣
議
に
お
い
て
普
選
問
題
が
審
議
さ
れ
、「
其
の
經
過
を
聞
く
に
（
中
略
）
施
行
期
日
で
あ
る
が
既
に
今
期
議
會
に
提
出
す
る
以
上
成
る
べ
く

早
く
實
施
し
た
い
而
も
次
の
（
法
定
の

―
引
用
者
）
總
選
挙
は
來
る
五
月
に
迫
つ
て
ゐ
る
が
假
り
に
普
選
案
を
來
週
中
に
閣
議
で
決
定
し
て
樞
密
院
に
廻
付

す
る
も
大
問
題
で
あ
る
か
ら
樞
密
院
は
如
何
に
審
議
を
急
い
で
も
三
週
間
位
ひ
は
要
す
る
で
あ
ら
う
從
つ
て
樞
密
院
が
順
調
に
通
過
し
て
も
議
會
へ
の
提
案
は

來
月
半
ば
と
な
る
（
中
略
）
政
綱
政
策
に
關
し
て
先
づ
清
浦
首
相
か
ら
普
選
問
題
に
就
て
所
見
を
披
攊
し
て
閣
僚
の
意
見
を
徴
し
た
結
果
そ
れ
に
關
し
座
談
的
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に
懇
談
を
重
ね
た
外
（
一
）
農
村
振
興
（
二
）
教
育
の
振
興
（
三
）
財
政
行
政
の
整
理
等
に
關
し
種
々
の
希
望
的
註
文
が
あ
り
之
等
諸
問
題
に
關
す
る
各
大
臣

の
意
見
は
之
を
十
四
、
五
日
頃
迄
に
小
橋
書
記
官
長
の
手
許
ま
で
提
出
し
小
橋
翰
長
が
取
纏
め
た
後
閣
議
に
諮
り
決
定
し
普
選
問
題
と
共
に
清
浦
内
閣
の
施
政

方
針
と
し
て
休
會
明
け
の
議
會
劈
頭
に
清
浦
首
相
か
ら
宣
明
す
る
事
に
決
定
し
た
（
（6
（

」
と
新
聞
に
は
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
土
曜
日
の
閣
議
の
内
容
が
、
日
曜
日
を
一
日
挟
み
、
翌
日
の
月
曜
日
に
「
永
田
町
首
相
官
邸
に
貴
族
院
各
派
代
表
者
を
招
待
し
て
」
開
催
さ
れ
た
事
前

の
説
明
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
施
政
方
針
演
説
が
予
定
さ
れ
る
「
休
會
明
け
の
議
會
劈
頭
」
と
は
、
事
前
の
説
明
か
ら
八
日
後
の
大
正
一
三
年
一

月
二
二
日
（
火
曜
日
）
の
こ
と
に
な
り
、
確
か
に
貴
族
院
で
は
同
日
「
午
前
十
時
七
分
開
議
（
（6
（

」、「
午
後
零
時
二
十
一
分
散
會
（
（6
（

」
の
二
時
間
ほ
ど
の
会
議
時
間
の

な
か
で
「
清
浦
内
閣
の
施
政
方
針
」
は
「
清
浦
首
相
か
ら
宣
明
」
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
衆
議
院
で
は
会
議
は
同
日
「
午
後
一
時
十
四
分
開
議
（
（6
（

」、「
午
後

一
時
二
十
四
分
散
會
（
（6
（

」
と
一
〇
分
間
で
終
え
、
施
政
方
針
演
説
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
政
友
会
の
小
川
平
吉
ら
か
ら
の
緊
急
動
議
、
す
な
わ
ち
「
諸
君
、
皇
太
子
殿
下
御
成
婚
ノ
御
慶
事
ハ
目
睫
ノ
間
ニ
迫
ツ
テ
居
リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
熟
々

本
院
ノ
形
勢
ヲ
按
ジ
マ
ス
ル
ノ
ニ
、
今
日
議
事
ヲ
進
行
致
シ
マ
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
、
餘
程
激
烈
ナ
ル
論
争
ヲ
惹
起
ス
ル
コ
ト
ハ
想
像
ニ
難
カ
ラ
ザ
ル
所
デ
ゴ
ザ
イ

マ
ス
、
吾
々
ハ
成
ベ
ク
静
粛
ニ
、
和
氣
藹
々
ノ
裡
ニ
此
大
ナ
ル
盛
典
ヲ
迎
ヘ
タ
イ
ト
考
ヘ
マ
ス
、
仍
テ
本
日
ヨ
リ
來
ル
二
十
九
日
迄
八
日
間
、
衆
議
院
ノ
休
會

ヲ
ス
ル
コ
ト
ヲ
茲
ニ
動
議
ト
シ
テ
提
出
致
シ
マ
ス
、
ド
ウ
ゾ
諸
君
ノ
御
賛
成
ヲ
願
ヒ
マ
ス
（
（6
（

」
と
の
提
案
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
無
事
に
「
來
ル
一

月
二
十
六
日
ヲ
以
チ
マ
シ
テ
、
皇
太
子
裕
仁
親
王
殿
下
、
良
子
女
王
殿
下
ト
結
婚
ノ
禮
ヲ
行
ハ
セ
ラ
レ
（
（6
（

」
た
後
で
も
、
な
お
「
餘
程
激
烈
ナ
ル
論
争
ヲ
惹
起
ス

ル
コ
ト
ハ
想
像
ニ
難
カ
ラ
ザ
ル
」
衆
議
院
に
対
し
て
は
、
再
度
の
、
し
か
し
も
は
や
再
開
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
休
会
、
す
な
わ
ち
解
散
が
「
御
成
婚
ノ
御
慶

事
」
を
汚
さ
ぬ
た
め
に
は
必
要
だ
と
、
ま
た
一
方
で
は
「
政
、
憲
、
革
三
派
交
渉
會
（
（6
（

」
が
不
信
任
案
を
大
正
一
三
年
二
月
一
日
か
ま
た
は
二
日
に
提
出
す
る
と

の
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
に
先
じ
て
三
一
日
に
衆
議
院
解
散
に
打
っ
て
出
る
べ
き
だ
と
、
清
浦
は
小
橋
翰
長
ら
の
進
言
を
得
て
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考

え
た
か
ら
こ
そ
、
清
浦
は
衆
議
院
で
の
自
ら
の
施
政
方
針
演
説
の
機
会
の
断
念
を
肯
ず
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
同
時
に
清
浦
が
断
念
し
た
も
の
に
「
普
選
案
」
す
な
わ
ち
「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
中
改
正
法
律
案
帝
国
議
会
ヘ
提
出
ノ
件
（
（6
（

」
が
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、

こ
ち
ら
の
方
が
衆
議
院
で
の
新
首
相
と
し
て
の
演
説
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と
よ
り
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
紹
介
し
た
大

正
一
三
年
一
月
一
二
日
（
土
曜
日
）
の
閣
議
で
、「
來
週
中
に
閣
議
で
決
定
し
て
樞
密
院
に
廻
付
す
る
」
と
し
て
い
た
普
選
案
で
、
そ
の
来
週
の
金
曜
日
す
な
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わ
ち
「
大
正
十
三
年
一
月
十
八
日
上
奏
（
（7
（

」
に
至
り
、「
今
期
議
會
に
提
出
す
る
」
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
第
四
八
回
帝
国
議
会
が
大
正
十
三
年
一
月
三
一

日
解
散
と
な
り
、「
大
正
十
三
年
二
月
六
日
撤
回
（
（7
（

」
と
の
手
続
き
が
執
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
組
閣
当
初
「
東
京
大
阪
の
十
五
新
聞
社
（
（7
（

」
が
清
浦
を
訪
問
し
、

「
普
選
を
即
行
す
る
に
非
れ
ば
民
心
は
惡
化
し
國
家
の
前
途
寒
心
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
吾
人
は
普
選
を
即
行
す
る
内
閣
の
組
織
を
要
望
（
（7
（

」
す
る
と
の
申
合
を

伝
え
て
い
た
の
で
、
議
会
内
外
で
の
倒
閣
運
動
を
鎮
静
化
す
る
好
機
を
逸
す
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
「
餘
程
激
烈
ナ
ル
論
争
ヲ
惹
起
ス
ル
」
恐
れ
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
貴
族
院
で
は
、
確
か
に
江
木
千
之
文
相
の
よ
う
に
入
閣
以
前
に

は
「
貴
族
院
に
も
普
通
選
擧
は
必
要
ぢ
ゃ
な
い
か
（
（7
（

」
と
語
っ
て
い
た
閣
僚
も
い
た
が
、
清
浦
は
貴
族
院
改
革
に
は
言
及
せ
ず
、
次
の
よ
う
な
演
説
を
行
な
っ
て

い
た
。
大
正
一
三
年
一
月
二
二
日
（
火
曜
日
）
午
前
一
〇
時
過
ぎ
に
貴
族
院
議
長
公
爵
徳
川
家
達
か
ら
「
是
ヨ
リ
國
務
大
臣
ノ
演
説
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
内
閣
總

理
大
臣
清
浦
子
爵
（
（7
（

」
と
指
名
さ
れ
て
登
壇
し
た
清
浦
の
発
言
冒
頭
と
中
ほ
ど
の
普
選
問
題
に
言
及
し
た
箇
所
を
引
用
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
○
國
務
大
臣

（
子
爵
清
浦
奎
吾
君
）　

諸
君
、
今
般
不
肖
揣
ラ
ズ
モ
大
命
ヲ
拝
シ
マ
シ
テ
内
閣
ヲ
組
織
ス
ル
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
時
局
重
大
ナ
ル
折
柄
全
力
ヲ
盡
シ
テ
大
政
ヲ

燮し
ょ
う
り理
シ
、
報
效
ノ
萬
一
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
考
デ
ア
リ
マ
ス
、
茲
ニ
諸
君
ト
當
議
場
ニ
相
見
エ
マ
シ
テ
政
府
所
信
ノ
大
要
ヲ
披
瀝
イ
タ
ス
ノ
機
會
ヲ
得
マ
シ
タ

コ
ト
ハ
私
ノ
最
モ
光
榮
ト
致
ス
所
デ
ア
リ
マ
ス
、
皇
太
子
殿
下
ノ
御
慶
典
ガ
來
ル
二
十
六
日
ノ
吉
辰
ヲ
以
テ
行
ハ
セ
ラ
レ
マ
ス
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
先
刻
本
院

ニ
於
テ
賀
表
及
ビ
賀が

せ
ん牋
ノ
御
決
議
ノ
ア
リ
マ
シ
タ
ル
通
リ
諸
君
ト
共
ニ
洵
ニ
慶
賀
ニ
堪
ヘ
ヌ
次
第
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
皇
室
ノ
彌
ガ
上
ニ
モ
繁
榮
ア
ラ
セ
給
ヒ
マ

ス
コ
ト
ハ
洵
ニ
此
上
モ
ナ
イ
目
出
度
イ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
此
機
會
ニ
於
キ
マ
シ
テ
國
民
一
般
赤
誠
ヲ
捧
ゲ
テ
眞
ニ
皇
室
ヲ
尊
崇
ス
ル
我
國
民
精
神
ヲ
發

揮
ス
ル
ニ
於
テ
餘
蘊
ナ
キ
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
（
中
略
）
衆
議
院
議
員
選
擧
權
ヲ
擴
張
シ
テ
更
ニ
民
意
暢
達
ノ
途
ヲ
開
キ
、
選
擧
ノ
廓
清
ヲ
圖

リ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
國
運
ノ
現
状
ニ
鑑
ミ
テ
最
モ
必
要
ナ
ル
コ
ト
ト
信
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
政
府
ハ
之
ニ
關
シ
研
究
調
査
ヲ
遂
ゲ
マ
シ
テ
、
選
擧
法
ノ
改

正
案
ヲ
今
期
議
會
ニ
提
出
致
ス
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
（
後
略
（
（7
（

）」。

こ
れ
を
受
け
、
貴
族
院
議
長
は
次
の
よ
う
に
議
事
を
進
行
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、「
○
議
長
（
公
爵
徳
川
家
達
君
）
是
ヨ
リ
通
告
順
ニ
依
リ
マ
シ
テ
質
疑
ヲ

許
シ
マ
ス
、
中
川
男
爵
ノ
登
壇
ヲ
望
ミ
マ
ス
（
（7
（

」。
こ
こ
に
明
治
九
年
生
ま
れ
で
、
貴
族
院
諸
会
派
か
ら
脱
し
て
い
た
男
爵
中
川
良
長
が
登
壇
し
、
通
告
順
一
番

の
質
問
を
行
な
っ
た
。
中
川
は
「
有
爵
議
員
の
數
を
減
じ
、
多
額
議
員
を
廢
し
、
華
族
の
稱
號
廢
止
（
（7
（

」
な
ど
提
唱
す
る
「
貴
族
院
改
造
論
者
の
一
人
（
（7
（

」
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
質
問
は
「
清
浦
内
閣
組
閣
の
経
緯
（
（8
（

」
を
質
す
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
清
浦
子
爵
は
組
閣
を
「
研
究
會
ノ
二
三
ノ
人
（々
（8
（

」
の
手
に
委
譲
し
た
の
で
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あ
り
、「
研
究
會
ニ
於
テ
此
二
三
氏
ガ
東
奔
西
走
シ
テ
閣
僚
ノ
銓
衡
ヲ
バ
右
ヤ
左
ト
話
シ
合
ツ
テ
、
如
何
ニ
モ
得
意
滿
面
ノ
如
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
是
ハ
隠
レ
モ

ナ
イ
事
實
（
（8
（

」
と
難
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
清
浦
は
「
貴
族
院
中
ニ
於
テ
閣
僚
ト
シ
テ
適
材
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
所
ノ
者
ヲ
自
己
ノ
見
込
ヲ
以
テ
採
ツ
タ
（
（8
（

」
こ
と
を
以
て
「
委
譲
ナ
ド
ト
云
フ

ヤ
ウ
ナ
事
（
（8
（

」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
繰
り
返
し
反
論
し
て
い
た
が
、
冒
頭
か
ら
中
川
か
ら
は
「
最
早
今
日
七
十
六
歳
ノ
老
骨
ヲ
以
テ
、
時
代
モ
ア
ラ
ウ
ニ
、

如
何
ニ
モ
子
供
ラ
シ
ク
此
總
理
ノ
位
置
ニ
戀
々
タ
ラ
レ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
云
（々
（8
（

」
と
い
っ
た
言
葉
が
議
場
で
発
せ
ら
れ
て
い
た
。
翌
二
三
日
の
会
議
冒
頭
、
議

長
か
ら
「
將
來
不
適
當
ナ
ル
用
語
ナ
ド
ノ
ア
リ
マ
シ
タ
場
合
ニ
ハ
遠
慮
ナ
ク
御
注
意
イ
タ
シ
、
其
他
必
要
ト
認
ム
ル
處
置
ヲ
執
ル
覺
悟
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
カ
ラ
、

諸
君
ニ
於
テ
モ
左
様
御
承
知
置
キ
ヲ
願
ヒ
タ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
（
（8
（

」
と
の
注
意
が
な
さ
れ
、「
中
川
男
の
／
懲
罰
は
沙
汰
止
み
（
（8
（

」
と
な
っ
た
。「
中
川
男
の
性
格
が
性

格
丈
け
に
此
際
取
合
ふ
丈
け
莫
迦
を
見
る
か
ら
寧
ろ
（
研
究
會
緊
急
常
務
）
會
と
し
て
は
不
問
に
附
し
た
方
が
い
（ゝ
（8
（

」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
扱
わ
れ

方
は
「
貴
族
の
全
體
を
敵
と
し
て
も
さ
し
つ
か
へ
な
い
（
（8
（

」
と
発
言
し
て
い
た
「
貴
族
院
改
造
論
者
の
一
人
」
に
対
す
る
貴
族
院
の
現
状
維
持
派
の
護
身
術
が
感

じ
ら
れ
る
。

次
に
、
翌
二
三
日
（
水
曜
日
）
の
午
前
中
に
明
治
二
六
年
七
月
生
ま
れ
、
無
所
属
の
公
爵
佐
佐
木
行
忠
が
二
人
目
の
質
問
者
と
し
て
登
壇
し
た
。「
佐
佐
木

行
忠
手
記
」
に
よ
れ
ば
、「
年
三
十
二
歳
で
未
熟
な
ど
と
云
っ
て
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
も
し
な
け
れ
ば
貴
族
院
に
籍
を
有
す
る
意
義
が
な
い
と
思
い
、
何
人
に

も
相
談
せ
ず
し
て
質
疑
通
告
を
な
し
た
（
（9
（

」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
質
問
は
、
中
川
と
同
様
に
「
組
閣
の
経
緯
」
に
関
す
る
も
の
で
、「
一
國
ノ
國
務
大
臣

ノ
人
選
ヲ
無
條
件
ニ
他
人
ニ
、
或
ハ
他
ノ
團
體
、
他
ノ
人
ニ
委
譲
セ
ラ
レ
タ
ト
云
フ
コ
ト
（
（9
（

」
を
、「
吾
々
ガ
知
リ
得
ル
ノ
ハ
新
聞
紙
ト
云
フ
機
關
ヲ
通
ジ
テ
ノ

外
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
（
（9
（

」
と
述
べ
な
が
ら
問
責
し
た
。
清
浦
か
ら
の
答
弁
は
中
川
の
時
と
同
様
に
、
委
譲
で
は
な
か
っ
た
と
の
反
論
で
あ
っ
た
が
、
佐
佐

木
は
さ
ら
に
「
貴
族
院
ノ
勢
力
ヲ
基
礎
ト
セ
ル
内
閣
（
（9
（

」
は
「
立
憲
政
治
カ
ラ
見
マ
シ
テ
、
不
條
理
ナ
點
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
（
（9
（

」
と
問
い
質
し
た
の
に
対

し
て
、
清
浦
は
「
過
渡
時
期
ニ
於
テ
斯
ノ
如
キ
内
閣
ガ
憲
政
ノ
常
道
ニ
背
ク
モ
ノ
ト
ハ
思
ヒ
マ
セ
ヌ
（
（9
（

」
と
答
え
て
い
た
。
議
院
内
閣
制
を
制
度
と
し
て
持
っ
て

い
な
く
て
も
、
事
実
上
の
議
院
内
閣
制
が
間
も
な
く
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
、
自
分
の
内
閣
を
そ
こ
へ
の
「
過
渡
時
期
」
の
も
の
と
位
置
付
け
、

あ
た
か
も
護
憲
三
派
か
ら
の
批
判
に
答
え
る
か
の
如
き
答
弁
を
し
て
い
た
。

同
日
の
午
後
に
は
、「
老
骨
」
の
清
浦
よ
り
さ
ら
に
一
歳
年
長
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）
生
ま
れ
の
元
司
法
官
僚
の
勅
選
議
員
山
脇
玄
（
（9
（

が
質
問
に
立
っ
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た
。
山
脇
の
質
問
と
前
二
者
そ
れ
と
の
違
い
は
、
山
脇
に
お
い
て
は
、
ま
ず
清
浦
内
閣
と
そ
れ
に
先
行
す
る
内
閣
と
を
通
観
し
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
事

柄
に
対
し
て
自
分
た
ち
貴
族
院
議
員
に
も
責
任
が
あ
る
と
の
自
覚
が
表
明
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
曩
ニ
原
内
閣
ノ
成
立
シ
タ
時
、
國
民
擧

ツ
テ
之
ヲ
歓
迎
シ
タ
ノ
ハ
、
ド
ウ
云
フ
譯
デ
ア
ツ
タ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
、
恐
ラ
ク
此
時
初
メ
テ
立
憲
政
治
ガ
常
道
ヲ
辿
リ
カ
ケ
タ
カ
ラ
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ハ
レ
マ
ス
、

然
ル
ニ
ソ
レ
ハ
束
ノ
間
、
其
後
逆
轉
シ
テ
加
藤
内
閣
ト
ナ
リ
、
山
本
内
閣
ト
ナ
リ
、
清
浦
内
閣
ト
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
、
清
浦
内
閣
ニ
限
ラ
ズ
、
何
レ
ノ
内
閣
ニ

對
シ
テ
モ
、
貴
族
院
ハ
不
偏
不
黨
、
嚴
正
公
明
ナ
ル
判
斷
ヲ
ナ
シ
、
政
府
及
衆
議
院
ヲ
監
視
ス
ル
地
歩
ニ
止
ム
ベ
キ
筈
デ
ア
ル
ノ
ニ
、
今
回
ノ
ヤ
ウ
ニ
援
助
ヨ

リ
一
歩
ヲ
進
メ
テ
其
組
織
ニ
容
喙
ス
ル
ニ
至
ツ
テ
ハ
、
最
早
國
民
モ
黙
視
ス
ル
譯
ニ
行
カ
ナ
ク
ナ
ツ
テ
、
喧
々
諤
々
ト
騒
ギ
立
テ
、
其
責
ヲ
問
ハ
ム
ト
ス
ル
形

勢
ヲ
出
現
シ
タ
、
其
責
果
シ
テ
何
レ
ニ
在
リ
ヤ
、
言
フ
マ
デ
モ
ナ
ク
當
ノ
本
尊
ハ
固
ヨ
リ
、
貴
族
院
モ
亦
之
ヲ
分
タ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
云
（々
（9
（

」。

山
脇
は
質
問
の
冒
頭
で
こ
う
述
べ
、
次
に
産
業
立
国
の
必
要
性
を
指
摘
し
、「
今
後
ハ
商
工
業
ヲ
盛
ン
ニ
ス
ル
ト
云
フ
方
策
ヲ
御
聞
キ
シ
タ
イ
（
（9
（

」
と
質
し
、

こ
れ
に
対
し
て
農
商
務
相
前
田
利
定
が
「
唯
十
三
年
度
ノ
豫
算
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
既
ニ
前
内
閣
ニ
於
キ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ゾ
レ
立
策
立
案
イ
タ
サ
レ
タ
結
果
ト

シ
テ
、
最
早
之
ヲ
修
正
ス
ル
ノ
時
日
ヲ
有
シ
マ
セ
ヌ
コ
ト
ハ
誠
ニ
遺
憾
ニ
存
ジ
テ
居
マ
ス
、
次
ノ
年
度
ノ
財
政
計
畫
ヲ
政
府
ニ
於
キ
マ
シ
テ
立
テ
ラ
レ
ル
場
合

ニ
際
會
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
、
當
局
ト
致
シ
マ
シ
テ
成
ル
ベ
ク
御
希
望
ニ
副
フ
ヤ
ウ
ニ
努
ム
ル
考
デ
ア
リ
マ
ス
（
（9
（

」
と
答
弁
し
、
山
脇
は
「
モ
ウ
是
デ
質
問
ハ

ア
リ
マ
セ
ヌ
（
（10
（

」
と
述
べ
て
、
質
疑
は
終
わ
っ
た
。

そ
し
て
次
に
登
壇
し
た
の
は
男
爵
阪
谷
芳
郎
で
、
阪
谷
は
「
昨
今
ノ
新
聞
ニ
依
リ
マ
ス
ト
、
政
府
側
ノ
宣
傳
ト
致
シ
テ
、
衆
議
院
ヲ
解
散
ス
ル
ニ
政
府
ハ
決

シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
見
エ
（
（10
（

」
る
が
、「
解
散
以
外
ニ
何
カ
賢
明
ナ
ル
御
考
ハ
無
イ
ノ
デ
ア
ル
カ
（
（10
（

」
と
問
う
た
の
に
対
し
、
清
浦
は
「
是
ハ
議
會
ノ
情
勢
如
何
ニ

依
テ
之
ヲ
決
定
ス
ベ
キ
問
題
デ
ア
リ
（
（10
（

」、「
若
シ
解
散
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
、
其
解
散
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
天
下
ニ
聲
明
ス
ル
所
ノ
相
當
ノ
理
由
ヲ
要

シ
マ
ス
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
ヽ
考
ヘ
マ
ス
（
（10
（

」
と
答
弁
し
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
こ
の
一
月
二
三
日
の
最
後
に
、
明
治
一
九
年
生
ま
れ
で
先
の
佐
佐
木
よ
り
七
歳
年
長
の
侯
爵
徳
川
義
親
が
登
壇
し
、「
貴
族
院
議
員
ノ
ミ
ヲ
以
テ

政
府
ヲ
組
織
セ
ラ
レ
タ
ト
云
フ
コ
ト
（
（10
（

」
に
つ
い
て
質
し
、
清
浦
は
「
政
黨
ニ
ア
ラ
ザ
ル
内
閣
組
織
ガ
非
立
憲
ト
云
フ
コ
ト
ハ
憲
法
上
ノ
理
論
カ
ラ
シ
テ
私
ハ
反

對
セ
ザ
ル
ヲ
得
ヌ
（
（10
（

」
と
、
ま
た
「
政
黨
ノ
其
時
ノ
状
況
ニ
依
テ
或
ハ
政
黨
以
外
ノ
人
ニ
内
閣
組
織
ノ
大
命
ノ
下
サ
ル
ヽ
ト
云
フ
事
ハ
、
是
ハ
已
ム
ヲ
得
ヌ
事
ト

思
フ
（
（10
（

」
と
答
え
、
同
日
の
質
疑
は
終
わ
っ
た
。
以
上
大
正
一
三
年
一
月
二
二
日
に
貴
族
院
で
行
な
わ
れ
た
清
浦
内
閣
の
施
政
方
針
演
説
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
質
疑
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応
答
、
そ
し
て
続
く
二
三
日
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
短
く
紹
介
し
た
。

こ
の
二
日
間
で
の
質
問
者
は
計
五
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
三
日
目
の
大
正
一
三
年
一
月
二
五
日
、
四
日
目
の
一
月
三
〇
日
、
そ
し
て
五
日
目
の
一
月
三

一
日
の
三
日
間
に
は
さ
ら
に
六
名
の
質
問
者
（
伯
爵
議
員
柳
澤
保
惠
、
伯
爵
議
員
副
島
道
正
、
勅
選
議
員
玉
利
喜
造
、
勅
選
議
員
金
杉
英
五
郎
、
勅
選
議
員
上

山
満
之
進
、
多
額
納
税
者
議
員
山
内
佐
五
兵
衛
）
が
登
壇
し
た
が
、
本
稿
で
は
一
月
三
〇
日
に
行
な
わ
れ
た
勅
選
議
員
上か
み
や
ま
・
み
つ
の
し
ん

山
満
之
進
の
質
問
に
つ
い
て
次
に
紹

介
す
る
こ
と
に
す
る
。
上
山
が
行
な
っ
た
質
問
の
要
旨
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
が
書
き
残
し
た
メ
モ
に
よ
っ
て
引
用
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
第
一　

貴
族
院
ノ
團
体
ガ
政
權
ヲ
掌
握
左
右
ス
ル
コ
ト
ハ
立
憲
ノ
趣
旨
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
信
ズ
、
政
府
ノ
所
見
如
何
／
第
二　

政
府
ガ
決
行
セ
ム
ト
ス
ル
衆
議
院

ノ
解
散
ノ
意
義
如
何
／
第
三　

清
浦
首
相
ハ
總
選
擧
ヲ
如
何
ニ
シ
テ
嚴
正
公
平
ニ
行
ハ
ル
ヽ
ヤ
（
近
キ
將
來
ニ
於
ケ
ル
衆
議
院
ノ
解
散
ヲ
前
提
ト
シ
テ
（
（10
（

）」。

こ
れ
に
対
す
る
清
浦
の
答
弁
は
先
行
す
る
質
問
者
た
ち
へ
の
そ
れ
と
同
様
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
の
一
節
は
清
浦
の
言
葉
と
し
て
引
用
し

て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
私
モ
曾
テ
貴
族
院
ニ
ハ
二
十
年
間
モ
議
席
ヲ
有
シ
テ
居
ツ
タ
者
デ
ア
リ
マ
ス
、
貴
族
院
ニ
知
人
モ
多
ク
、
又
或
ル
團
體
ノ
如
キ

ハ
自
分
ノ
所
屬
シ
テ
居
ツ
タ
所
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
殊
ニ
懇
意
ナ
人
モ
ア
リ
マ
ス
、
閣
員
ヲ
銓
衡
ス
ル
ニ
當
ツ
テ
或
ル
一
二
ノ
人
ニ
彼
ノ
人
物
、
其
人
物
ト
云
フ

コ
ト
ニ
付
テ
參
考
ノ
爲
ニ
聞
ク
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
無
論
ア
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
（10
（

」。
こ
の
清
浦
が
勅
選
議
員
当
時
に
「
自
分
ノ
所
屬
シ
テ
居
ツ
タ
」
と
こ
ろ
の

「
或
ル
團
體
」
と
は
勿
論
、
現
在
で
は
有
爵
議
員
の
青
木
信
光
、
水
野
直
が
領
袖
と
し
て
活
躍
す
る
研
究
会
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
質
問
者
た
ち
へ
の
答
弁
の
な

か
で
清
浦
が
こ
う
し
た
自
分
の
経
歴
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
、
こ
の
上
山
へ
の
答
弁
の
時
だ
け
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
上
山
は
山
口
県
出
身
だ
っ
た
が
、
大

正
元
年
一
二
月
か
ら
熊
本
県
知
事
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
熊
本
出
身
の
清
浦
と
の
間
で
一
定
の
親
し
さ
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

上
山
の
日
記
た
る
「
風
塵
録
」
の
大
正
一
一
年
五
月
九
日
の
箇
所
に
「
午
前
大
森
ニ
清
浦
奎
吾
ヲ
訪
フ
西
原
亀
三
在
リ
三
人
卓
ヲ
囲
ミ
テ
時
事
ヲ
論
ス
清
浦

出
馬
ノ
意
明
ナ
リ
十
時
半
過
辭
去
（
（11
（

」
と
あ
る
。
同
年
九
月
一
七
日
に
も
同
様
に
清
浦
邸
を
訪
問
し
て
、
議
論
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
清
浦
は
大
正
一
一

年
二
月
八
日
に
「
任
樞
密
院
議
長
（
（11
（

」、
一
方
の
上
山
は
大
正
七
年
九
月
二
一
日
に
「
貴
族
院
議
員
ニ
任
ス
（
（11
（

」
と
あ
る
の
で
、
明
治
二
年
生
ま
れ
の
上
山
は
農
商

務
次
官
辞
任
後
に
四
九
歳
で
貴
族
院
勅
選
議
員
と
な
っ
て
、
大
先
輩
の
清
浦
の
も
と
に
そ
れ
以
前
か
ら
年
に
一
二
度
は
訪
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
、
大
正
一
一
年
五
月
九
日
の
箇
所
に
「
清
浦
出
馬
ノ
意
明
ナ
リ
」
と
あ
る
の
は
、
高
橋
是
清
内
閣
か
ら
加
藤
友
三
郎
内
閣
に
交
代
す
る
時
期
で
あ
り
、
そ

の
加
藤
友
三
郎
首
相
が
大
正
一
二
年
八
月
二
四
日
現
職
の
ま
ま
死
去
し
た
際
に
は
そ
の
二
日
後
の
「
風
塵
録
」
に
「
早
朝
平
田
東
助
ヲ
訪
ヒ
後
継
内
閣
ニ
付
キ
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意
見
ヲ
陳
フ
八
時
過
帰
宅
（
（11
（

」
と
あ
り
、
上
山
は
清
浦
で
は
な
く
、
平
田
の
も
と
を
訪
問
し
て
い
た
。
大
正
一
二
年
中
の
「
風
塵
録
」
に
は
清
浦
の
名
は
一
度
も

見
え
ず
、
清
浦
に
お
け
る
「
出
馬
ノ
意
」
と
上
山
が
感
じ
た
も
の
が
関
係
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
決
し
て
清
浦
の
方
か
ら
の
来
訪
謝
絶
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
山
の
質
問
に
対
し
て
も
、
清
浦
は
最
初
に
「
私
ニ
對
シ
テ
最
モ
暖
カ
ナ
ル
友
情
ノ
籠
ツ
タ
御
言
葉
ヲ
聞
キ
マ
シ
タ
コ
ト
モ
私
ハ
深
ク

感
謝
ス
ル
次
第
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
（
（11
（

」
と
の
挨
拶
を
し
て
い
た
。
私
的
に
は
交
わ
り
の
あ
っ
た
二
人
の
間
で
、
こ
の
大
正
一
三
年
一
月
の
状
況
に
お
い
て
は
、
公
的

に
は
交
わ
り
得
な
く
な
っ
て
い
た
原
因
は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
上
山
の
質
問
の
な
か
の
言
葉
を
引
け
ば
、
清
浦
が
そ
の
通
り
で
は
な
い
の
だ
と

い
く
ら
否
定
し
て
も
、「
天
下
ノ
論
ハ
其
通
リ
デ
ア
ル
ト
總
テ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
（
（11
（

」
と
い
う
点
、
つ
ま
り
「
根
本
ノ
事
實
ノ
有
無
ニ
拘
ラ
ズ
、
世
論
ノ
現
實
ハ

斯
ノ
如
ク
デ
ア
ル
（
（11
（

」
と
い
う
点
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、「
到
底
多
數
ヲ
得
ル
見
込
ミ
ノ
ナ
イ
解
散
（
（11
（

」
に
な
る
の
で
、
そ
の
「
天
下
ノ
論
」
な
い
し
「
世
論
」
を

味
方
に
取
り
込
ん
だ
政
治
を
行
な
っ
て
然
る
べ
き
か
否
か
の
判
断
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

後
輩
の
上
山
の
進
言
を
受
け
入
れ
な
い
清
浦
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
先
に
も
指
摘
し
た
事
柄
、
す
な
わ
ち
大
正
三
年
に
お
け
る
海
軍
大
臣

候
補
者
加
藤
友
三
郎
が
持
ち
出
し
て
き
た
、
憲
法
に
反
す
る
約
束
は
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
、
組
閣
を
断
念
し
た
時
と
同
様
な
、
清
浦
に
お
け
る
立
憲
主
義
の

信
条
が
こ
こ
で
も
関
係
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
一
〇
年
後
の
大
正
一
三
年
に
は
、
組
閣
成
功
後
の
、
今
度
は
「
天
下
ノ
論
」、「
世
論
」
ま
た
同
じ
く
上
山

の
質
問
の
な
か
の
言
葉
を
引
け
ば
、「
世
間
ガ
斯
ノ
如
ク
言
フ
事
實
（
（11
（

」
を
前
に
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
清
浦
は
立
憲
主
義
に
馴
染
ま
ぬ
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ず
、

結
果
と
し
て
、「
世
論
」
に
訴
え
た
護
憲
三
派
に
内
閣
を
譲
り
渡
す
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
立
憲
主
義
へ
の
思
念
が
貫
徹
す
る
統
治
過
程
（
政

府
）
に
は
瑕
疵
を
伴
わ
ず
と
も
、
総
選
挙
を
頂
点
と
す
る
政
治
過
程
（
議
会
、
政
党
）
で
は
敗
北
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

内
閣
書
記
官
長
小
橋
一
太
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
、
本
稿
で
名
前
を
挙
げ
た
人
物
の
な
か
で
六
名
、
全
員
次
官
経
験
者
だ
が
、
そ
の
次
官
前
後
の
経
歴
（
（11
（

に

着
目
し
て
一
覧
表
に
し
て
み
る
と
、
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清
浦
奎
吾	

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
生
れ	

内
務
省
局
長	

貴
族
院
議
員	

司
法
次
官	

司
法
大
臣	

首
相

原
敬	

安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
生
れ	

外
務
省
局
長	

外
務
次
官	

衆
議
院
議
員	

内
務
大
臣	

首
相

床
次
竹
二
郎	

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
年
）
生
れ	

内
務
省
局
長	

内
務
次
官	

衆
議
院
議
員	

内
務
大
臣

水
野
鍊
太
郎	

明
治
一
年
（
一
八
六
八
年
）
生
れ	

内
務
省
局
長	

貴
族
院
議
員	

内
務
次
官	

内
務
大
臣

上
山
満
之
進	

明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
生
れ	

農
商
務
局
長	

農
商
務
次
官	

貴
族
院
議
員	

台
湾
総
督

小
橋
一
太	
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
生
れ	

内
務
省
局
長	

内
務
次
官	

衆
議
院
議
員	

文
部
大
臣	

東
京
市
長

こ
の
六
名
を
そ
の
経
歴
で
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
次
官
就
任
の
前
後
で
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
清
浦
、
水
野
、
上
山
と
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た

原
、
床
次
、
小
橋
の
二
グ
ル
ー
プ
に
な
ろ
う
。
小
橋
は
確
か
に
内
閣
書
記
官
長
と
し
て
清
浦
を
近
く
で
支
え
た
が
、
そ
の
経
歴
で
は
清
浦
よ
り
原
や
床
次
と
の

共
通
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
大
正
九
年
の
「
総
選
挙
の
際
、
政
友
會
に
入
黨
し
て
郷
里
熊
本
市
か
ら
出
馬
し
た
の
は
、
時
の
首
相
原
敬
君
の
慫
慂

に
依
（
（12
（

」
る
も
の
と
言
わ
れ
、
も
し
原
敬
が
大
正
一
〇
年
一
一
月
に
暗
殺
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
小
橋
は
同
郷
で
あ
っ
て
も
清
浦
に
接
近
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
小
橋
は
「
吾
輩
は
政
黨
内
閣
が
理
想
だ
、
然
し
（
中
略
）
政
黨
内
閣
は
絶
對
的
の
も
の
で
は
な
く
、
政
黨
が
政
局
を
収
拾
す
る
力
の

な
い
と
き
は
超
然
内
閣
を
組
織
し
て
も
毫
も
差
支
へ
は
な
い
（
（12
（

」
と
も
語
っ
て
い
た
。

小
橋
の
地
元
紙
が
清
浦
内
閣
の
組
閣
二
日
後
の
紙
面
に
「
小
橋
一
太
君
の
立
場
」
と
の
見
出
し
で
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
小

橋
一
太
君
は
、
清
浦
内
閣
の
書
記
官
長
と
な
つ
た
ゝ
め
に
、
政
友
會
を
脱
黨
し
た
さ
う
で
あ
る
。
政
友
會
が
此
の
内
閣
を
援
助
す
る
こ
と
を
聲
明
し
な
い
限
り
、

黨
員
と
し
て
内
閣
樞
要
の
官
僚
た
る
こ
と
は
出
來
な
い
た
め
で
あ
ら
う
。
／
小
橋
君
は
政
友
會
中
の
一
有
力
者
で
あ
る
。
山
本
内
閣
の
帝
都
復
興
案
に
對
す
る
、

政
友
會
の
修
正
は
總
て
小
橋
君
の
手
で
鹽
梅
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
が
可
な
り
黨
中
に
重
き
を
な
し
て
居
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
や
う
。
／
小
橋
君
の
清
浦

内
閣
に
於
け
る
地
位
は
書
記
官
長
に
過
ぎ
な
い
。
書
記
官
長
は
君
の
た
め
に
光
榮
と
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
。
併
し
此
の
役
目
は
内
閣
の
樞
機
に
參

す
る
も
の
で
、
其
の
人
に
し
て
手
腕
あ
り
、
且
つ
首
相
の
信
任
あ
る
に
於
て
は
、
平
大
臣
以
上
に
、
そ
の
經
論
を
廟
堂
に
行
ふ
こ
と
が
出
來
る
も
の
で
あ
る

（
中
略
）。
／
小
橋
君
は
清
浦
内
閣
と
政
友
會
と
を
結
び
付
く
る
、
一
本
の
紐
の
様
な
も
の
で
あ
ら
う
。
巧
く
參
れ
ば
内
閣
側
で
も
政
友
會
側
で
も
、
君
を
重
寳
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と
す
る
で
あ
ら
う
が
、
若
し
兩
者
が
衝
突
す
る
こ
と
と
も
な
れ
ば
、
君
は
そ
の
間
に
板
挟
み
と
な
つ
て
、
進
退
に
窮
せ
ず
ば
な
る
ま
い
。
君
一
身
の
た
め
に
謀

つ
て
、
今
度
の
就
官
が
果
し
て
利
巧
で
あ
つ
た
か
は
、
な
ほ
疑
問
で
あ
ら
う
。
／
そ
れ
が
一
身
の
た
め
に
謀
り
て
危
険
で
あ
る
こ
と
を
、
馬
鹿
で
な
い
小
橋
君

は
百
も
承
知
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
併
し
君
と
清
浦
子
と
の
密
接
な
關
係
は
、
自
分
の
利
害
を
打
算
す
る
の
餘
裕
を
與
へ
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
ア
ノ
老
子

爵
が
成
敗
利
鈍
を
外
に
し
て
蹶
起
す
る
以
上
、
小
橋
君
も
亦
さ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
も
の
と
見
ゆ
る
（
後
略
（
（12
（

）」。

言
う
ま
で
も
な
く
、
内
閣
側
と
政
友
会
側
の
「
兩
者
が
衝
突
す
る
」
と
の
懸
念
は
現
実
化
し
た
の
で
、
そ
の
「
衝
突
」
の
最
前
線
に
立
ち
、
大
正
一
三
年
五

月
の
第
一
五
回
総
選
挙
を
迎
え
、
同
六
月
に
総
辞
職
す
る
清
浦
内
閣
の
翰
長
小
橋
一
太
に
つ
い
て
、
右
の
記
事
が
言
う
よ
う
な
「
ア
ノ
老
子
爵
が
成
敗
利
鈍
を

外
に
し
て
蹶
起
す
る
以
上
、
小
橋
君
も
亦
さ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
」
と
い
う
以
上
の
も
の
、
言
う
な
れ
ば
「
ア
ノ
老
子
爵
」
よ
り
も
さ
ら
に
「
ア
ノ
老
子

爵
」
と
化
し
た
が
如
き
小
橋
が
垣
間
見
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
組
閣
か
ら
三
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
頃
の
同
じ
地
元
紙
に
掲
載
さ
れ
た
談
話
の
中
で
、
小
橋
翰

長
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
世
上
に
於
て
は
現
内
閣
は
選
擧
内
閣
で
あ
る
か
ら
總
選
擧
が
終
了
し
た
な
ら
ば
直
に
退
却
す
る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
も

の
も
あ
る
様
だ
が
勿
論
選
擧
の
公
平
を
期
す
る
と
云
ふ
の
は
所
信
の
一
項
目
で
あ
る
が
そ
れ
が
全
部
で
は
な
い
即
ち
内
外
國
事
多
難
の
時
期
に
際
會
し
毀
誉
褒

貶
を
度
外
視
し
老
軀
を
提
げ
て
立
て
る
首
相
の
心
事
は
左
様
な
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
既
に
各
種
の
機
會
あ
る
毎
に
聲
明
し
來
れ
る
政
策
は
之
れ
を
着
々
と
し

て
實
現
せ
し
む
る
に
努
力
し
就
中
普
選
案
の
如
き
は
斷
固
と
し
て
提
案
す
る
に
決
し
政
友
會
其
他
の
尚
早
論
を
打
破
し
云
（々
（12
（

」。

こ
の
小
橋
の
証
言
の
通
り
、「
政
友
會
其
他
」
と
競
う
第
一
五
回
総
選
挙
に
臨
む
な
か
で
、
清
浦
が
次
の
第
四
九
回
帝
国
議
会
に
て
通
過
さ
せ
る
べ
き
法
案

と
し
て
準
備
し
て
い
た
の
が
「
就
中
普
選
案
」
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
清
浦
内
閣
が
「
斷
固
と
し
て
提
案
す
る
に
決
し
」
て
い
た
「
普
選
案
」
と
は
「
衆
議
院

議
員
選
挙
法
中
改
正
法
律
案
」、
す
な
わ
ち
明
治
三
三
年
三
月
二
八
日
公
布
の
「
法
律
第
七
十
三
號
／
衆
議
院
議
員
選
擧
法
（
（12
（

」
の
、「
第
二
章
選
擧
権
及
被
選
擧

権
」「
第
八
條
第
三
号
」
の
「
選
擧
人
名
簿
調
製
ノ
期
日
前
滿
一
年
以
上
地
租
十
圓
以
上
又
ハ
滿
二
年
以
上
地
租
以
外
ノ
直
接
國
税
十
圓
以
上
若
ハ
地
租
ト
其

ノ
他
ノ
直
税
國
税
ト
ヲ
通
シ
テ
十
圓
以
上
ヲ
納
メ
仍
引
續
キ
納
ム
ル
者
（
下
略
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
第
八
條
第
三
號
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
」
と
し
て
「
三　

獨
立
ノ
生
計
ヲ
營
ム
者
（
（12
（

」
と
改
正
し
、「
第
三
章
選
擧
人
名
簿
」「
第
十
八
條
第
四
項
」
に
「
選
擧
人
名
簿
ニ
ハ
選
擧
人
ノ
氏
名
、
官
位
、
職
業
、
身
分
、
住
所
、

生
年
月
日
、
納
税
額
及
納
税
地
等
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
第
十
八
條
第
四
項
中
『
官
位
、
職
業
、
身
分
』
及
『
納
税
額
及
納
税
地
』
ヲ
削
ル
（
（12
（

」

と
改
正
す
る
こ
と
を
含
む
、
本
稿
試
算
で
改
正
箇
所
が
計
七
六
項
目
に
及
ぶ
「
衆
議
院
議
員
選
擧
權
ヲ
擴
張
シ
テ
更
ニ
民
意
暢
達
ノ
途
ヲ
開
キ
、
選
擧
ノ
廓
清
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ヲ
圖
」
る
べ
き
改
正
法
律
案
で
あ
っ
た
。

順
序
と
し
て
ま
ず
水
野
鍊
太
郎
内
務
大
臣
か
ら
大
正
一
三
年
二
月
一
四
日
付
で
次
の
文
書
が
清
浦
内
閣
総
理
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
内
務
省

発
地
第
四
號
／
時
世
ノ
進
運
ニ
伴
ヒ
且
現
行
法
実
施
ノ
経
験
ニ
徴
シ
衆
議
院
議
員
選
擧
法
中
改
正
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
認
メ
別
紙
法
律
案
ヲ
提
出
ス
／
右
閣

議
ヲ
請
フ
（
（12
（

」。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
二
月
一
五
日
の
閣
議
で
「
別
紙
内
務
大
臣
請
議
衆
議
院
議
員
選
擧
法
中
改
正
法
律
案
ヲ
審
査
ス
ル
ニ
右
ハ
相
當
ノ
儀
ト
思

考
ス
依
テ
請
議
ノ
通
閣
議
決
定
帝
國
議
會
ニ
提
出
セ
ラ
レ
可
然
ト
認
ム
／
追
テ
本
件
ハ
憲
法
附
属
ノ
法
律
ナ
ル
ヲ
以
テ
樞
密
院
ニ
御
諮
詢
相
成
可
然
ト
認
ム
（
（12
（

」

と
決
定
さ
れ
、
二
月
二
〇
日
付
で
清
浦
は
「
衆
議
院
議
員
選
擧
法
中
改
正
法
律
案
帝
國
議
會
ヘ
提
出
ノ
件
／
右
謹
テ
上
奏
シ
恭
シ
ク
／
聖
裁
ヲ
仰
キ
併
セ
テ
樞

密
院
ノ
議
ニ
付
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
請
フ
（
（12
（

」
と
上
奏
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
枢
密
院
書
記
官
か
ら
内
閣
書
記
官
宛
に
大
正
一
三
年
三
月
二
四
日
付
で
次
の
書
類

が
発
せ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
一　

衆
議
院
議
員
選
擧
法
中
改
正
法
律
案
帝
國
議
會
ヘ
提
出
ノ
件
／
右
審
査
委
員
會
來
ル
三
十
一
日
（
月
曜
日
）
午
後
一
時

ヨ
リ
内
櫻
田
門
内
本
院
事
務
所
ニ
於
テ
被
相
開
候
間
關
係
國
務
大
臣
出
席
セ
ラ
レ
候
様
御
取
計
相
成
度
命
ニ
依
リ
此
段
及
照
會
候
也
／
追
テ
別
ニ
説
明
員
出
席

候
テ
差
支
無
之
候
命
ニ
依
リ
此
段
申
添
候
也
（
（13
（

」。

以
上
の
普
選
案
提
出
の
た
め
の
準
備
作
業
を
見
て
み
る
と
、
ま
さ
に
「
閣
員
の
協
議
に
待
ち
て
決
す
べ
し
」
と
清
浦
が
述
べ
て
い
た
手
続
き
が
執
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
前
述
の
通
り
普
選
案
提
出
の
た
め
の
作
業
は
第
四
八
回
帝
国
議
会
の
会
期
中
に
も
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
結
局
清
浦
内
閣
で
は
こ

う
し
た
作
業
を
二
度
行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
改
正
法
律
案
と
し
て
は
同
一
内
容
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
度
目
の
法
案
準
備
作
業
の
場
合
に
は
、
五
月
の
総
選

挙
の
結
果
「
現
内
閣
の
存
立
を
許
さ
な
い
政
状
と
な
つ
て
來
た
の
で
政
府
側
は
右
の
（
四
月
一
七
日
の
第
四
回
目
以
来
休
会
し
て
い
た
枢
密
院
審
査
委
員
会
か

ら
の
質
問
へ
の

―
引
用
者
）
回
答
を
無
期
延
期
し
（
（13
（

」、
清
浦
内
閣
の
総
辞
職
後
に
後
継
の
加
藤
高
明
内
閣
の
手
で
「
樞
密
院
御
諮
詢
中
ノ
衆
議
院
議
員
選
擧

法
中
改
正
法
律
案
ハ
（
中
略
）
撤
回
方
侍
從
長
ヲ
經
テ
言
上
取
計
ノ
コ
ト
ニ
閣
議
決
定
相
成
然
ル
ヘ
シ
（
後
略
（
（13
（

）」
と
撤
回
の
手
続
き
が
執
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
大
正
一
三
年
六
月
一
一
日
に
誕
生
す
る
第
一
次
加
藤
高
明
内
閣
は
、「
組
閣
後
、
十
余
日
で
（
第
四
九
回
帝
国
）
議
会
に
臨
ん
だ
た
め
、
緊

急
必
要
な
も
の
を
予
算
に
計
上
、
協
賛
を
求
め
た
の
み
（
（13
（

」
で
あ
っ
た
が
、
同
年
一
二
月
二
四
日
召
集
、
翌
大
正
一
四
年
三
月
三
一
日
会
期
終
了
の
第
五
〇
回
帝

国
議
会
で
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
法
律
案
を
政
府
提
出
法
律
案
と
し
て
議
会
に
提
出
し
、
会
期
末
の
三
月
二
九
日
に
「
兩
院
協
議
會
ノ
成
案
ヲ
可
決

ス
（
（13
（

」
と
い
う
形
で
成
立
さ
せ
、
大
正
一
四
年
五
月
五
日
に
「
法
律
第
四
十
七
号
／
衆
議
院
議
員
選
擧
法
（
（13
（

」
と
し
て
公
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
「
第
二
章　
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選
擧
権
及
被
選
擧
権
」
の
箇
所
で
は
「
第
五
條　

帝
國
臣
民
タ
ル
男
子
ニ
シ
テ
年
齢
二
十
五
年
以
上
ノ
者
ハ
選
擧
権
ヲ
有
ス
／
帝
國
臣
民
タ
ル
男
子
ニ
シ
テ
年

齢
三
十
年
以
上
ノ
者
ハ
被
選
擧
権
ヲ
有
ス
」
と
さ
れ
、
ま
た
続
く
「
第
六
條　

左
ニ
掲
ク
ル
者
ハ
選
擧
権
及
被
選
擧
権
ヲ
有
セ
ス
」
の
第
三
項
で
は
「
貧
困
ニ

因
リ
生
活
ノ
爲
公
私
ノ
救
助
ヲ
受
ケ
又
ハ
扶
助
ヲ
受
ク
ル
者
」
と
の
欠
格
条
項
を
含
む
普
通
選
挙
法
で
あ
っ
た
。
清
浦
内
閣
が
次
期
の
第
四
九
回
帝
国
議
会
に

提
案
す
べ
く
二
月
二
〇
日
付
で
上
奏
し
て
い
た
普
選
案
の
段
階
で
は
、
加
藤
内
閣
が
成
立
さ
せ
た
普
通
選
挙
法
第
六
条
第
三
項
の
欠
格
条
項
に
相
当
す
る
の
は
、

そ
の
第
八
条
第
三
号
の
「
獨
立
ノ
生
計
ヲ
營
ム
者
」
に
属
さ
ぬ
「
帝
國
臣
民
タ
ル
男
子
」
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
（13
（

。

と
こ
ろ
で
、
政
党
内
部
で
主
導
権
争
い
が
発
生
す
る
時
、
ま
た
そ
れ
と
連
動
し
て
倒
閣
運
動
が
起
こ
る
時
、
そ
の
闘
争
場
裡
で
は
統
治
上
の
手
続
き
と
は
別

種
の
政
治
過
程
が
入
り
込
む
こ
と
は
十
分
に
あ
り
、
政
友
本
党
の
結
党
当
時
の
こ
と
に
関
し
て
床
次
竹
二
郎
が
語
っ
た
「
政
策
」、「
政
治
の
内
容
」
と
い
う
事

柄
よ
り
も
、「
組
閣
の
形
式
」
の
方
に
人
々
が
よ
り
多
く
反
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
床
次
は
語
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
本
黨

の
分
離
獨
立
し
た
る
ゆ
え
ん
は
、
清
浦
内
閣
の
成
立
に
際
し
毫
も
政
策
を
聞
か
ず
政
治
の
内
容
を
見
ざ
る
に
、
大
權
に
屬
す
べ
き
組
閣
の
形
式
に
對
し
て
不
信

任
を
表
明
す
る
は
不
可
な
り
と
唱
へ
た
る
に
基
く
。
今
日
と
雖
も
こ
の
主
張
に
變
化
は
な
い
（
（13
（

」。

ま
た
清
浦
奎
吾
に
よ
る
「
衆
議
院
解
散
理
由
」
と
、
そ
の
解
散
に
伴
う
総
選
挙
に
立
候
補
し
た
小
橋
一
太
の
「
立
候
補
宣
言
」
と
を
並
べ
て
み
る
と
、
両
者

に
は
第
四
八
回
帝
国
議
会
貴
族
院
に
お
け
る
上
山
満
之
進
に
よ
る
質
問
中
の
「
世
間
ガ
斯
ノ
如
ク
言
フ
事
実
」
を
無
視
し
た
言
明
と
や
は
り
難
じ
ら
れ
る
か
も

知
れ
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
清
浦
、
次
に
小
橋
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
現
内
閣
ニ
反
對
ス
ル
者
ハ
政
府
ノ
政
綱
政
策
ニ
對
シ
テ
何
等
之
ヲ

窮
ム
ル
ナ
ク
其
ノ
實
行
ノ
如
何
ヲ
モ
問
ハ
ス
シ
テ
單
ニ
組
閣
ノ
形
式
ニ
付
テ
漫
然
之
ヲ
非
議
シ
云
（々
（13
（

」。
そ
し
て
「
抑
彼
の
護
憲
三
派
な
る
も
の
ゝ
唱
ふ
る
所

は
、
組
閣
の
形
式
を
非
難
し
、
或
は
政
黨
に
基
礎
を
有
せ
ざ
る
の
故
を
以
て
之
を
信
任
せ
ず
と
云
ふ
に
在
る
も
斯
の
如
き
は
何
等
權
威
あ
る
言
説
に
あ
ら
ず

（
中
略
）
如
何
に
護
憲
を
絶
叫
す
る
も
、
健
實
な
る
一
般
國
民
が
之
に
共
鳴
せ
ざ
る
は
理
の
當
然
な
り
（
（13
（

」。

以
上
か
ら
も
清
浦
、
小
橋
、
床
次
と
貴
族
院
で
の
清
浦
の
施
政
方
針
演
説
へ
の
質
問
者
た
ち
の
言
説
に
お
い
て
は
、
立
場
は
対
立
し
て
も
「
組
閣
ノ
形
式
」

が
最
大
公
約
数
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
上
山
満
之
進
が
指
摘
し
た
「
天
下
ノ
論
」、「
世
論
」
ま
た
「
世
間
」
と
い
っ
た

要
素
を
考
慮
す
る
か
否
か
も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
清
浦
内
閣
に
関
し
て
「
組
閣
ノ
形
式
」
と
い
う
言
葉
が
同
時
代
の
人
々
の
脳

裏
に
焼
き
付
い
た
の
に
は
、
明
治
が
終
わ
り
、
大
正
と
い
う
新
時
代
の
人
々
の
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
で
は
な
く
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
求
め
る
意
識
が
関
係
し
て
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い
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
う
し
た
意
識
を
背
景
に
清
浦
を
評
価
す
る
必
要
は
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
昭
和
前
期
の
軍
国
主
義
日
本
の
出
現
と
の
関
連
で

は
、
立
憲
主
義
者
清
浦
は
ど
う
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

清
浦
奎
吾
内
閣
と
加
藤
高
明
内
閣
は
そ
の
「
政
策
」
と
し
て
、
共
に
「
國
民
多
年
の
宿
望
た
る
普
選
案
（
（14
（

」
の
議
会
通
過
を
思
念
し
、
一
方
の
衆
議
院
議
員
選

挙
法
中
改
正
法
律
案
は
政
府
提
出
法
律
案
と
し
て
の
準
備
を
二
度
行
な
っ
て
、
二
度
と
も
議
会
へ
の
提
出
前
の
上
奏
段
階
で
撤
回
さ
れ
、
他
方
の
衆
議
院
議
員

選
挙
法
改
正
法
律
案
は
議
会
に
政
府
提
出
法
律
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
修
正
の
上
可
決
成
立
し
、「
朕
樞
密
顧
問
ノ
諮
詢
ヲ
經
テ
帝
國
議
會
ノ
協
賛
ヲ
經
タ
ル

衆
議
院
議
員
選
擧
法
改
正
法
律
ヲ
裁
可
シ
茲
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
（
（14
（

」
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
両
内
閣
の
差
違
は
ど
こ
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
本
稿
の
課
題
を
越
え
、「
内
閣
総
理
大
臣
加
藤
高
明
」
に
関
す
る
議
論
を
さ
ら
に
必
要
と
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に

は
、
大
正
一
三
年
一
月
二
六
日
の
「
皇
太
子
殿
下
ノ
御
慶
典
」
と
同
年
五
月
一
〇
日
の
第
一
五
回
「
總
選
擧
」
の
二
大
行
事
を
瑕
疵
な
く
進
め
る
こ
と
だ
け
が

清
浦
を
「
奏
薦
（
（14
（

」
し
た
側
の
願
望
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
に
何
が
清
浦
内
閣
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
か
を
調
査
し
、
比
較
す
な
わ
ち
清
浦
内
閣
か
ら

連
続
す
る
側
面
と
清
浦
内
閣
と
は
断
絶
す
る
側
面
の
両
面
が
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
清
浦
内
閣
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
本
文
中
の
引
用
文
献

の
他
、
西
尾
林
太
郎
、
季
武
嘉
也
、
清
水
唯
一
朗
の
先
学
に
よ
る
諸
研
究
（
（14
（

を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
（
１
）『
貴
族
院
要
覽
（
乙
）』（
貴
族
院
事
務
局
、
大
正
三
年
一
一
月
）
二
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
中
村
隆
英
、
伊
藤
隆
編
『
近
代
日
本
研
究
入
門
』
増
補
版
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
六
三
ペ
ー
ジ
。

（
３
）
東
京
朝
日
新
聞
、
大
正
三
年
三
月
二
四
日
、
四
面
。

（
４
）
同
右
、
大
正
三
年
三
月
二
一
日
、
二
面
。

（
５
）『
中
央
公
論
』、
大
正
元
年
一
二
月
号
（
通
算
二
八
五
号
）
に
、
こ
の
大
正
三
年
三
月
を
遡
る
こ
と
一
年
数
ヶ
月
前
の
大
正
元
年
一
二
月
に
、
時
の
第
二
次
西
園
寺
公
望
内
閣

の
後
継
内
閣
と
し
て
、「
子
爵
清
浦
奎
吾
論
」
と
題
し
、「
桂
公
は
雲
中
に
昇
天
し
、
山
本
伯
は
海
軍
大
明
神
で
水
中
を
出
で
ず
、
寺
内
伯
は
兎
角
不
人
望
で
、
内
閣
總
理
大

臣
の
適
材
が
な
い
と
云
ふ
所
か
ら
、
お
鉢
は
清
浦
奎
吾
子
に
廻
は
り
」（
九
九
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
記
事
が
載
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
雲
中
に
昇
天
し
」
て
い
た
内
大
臣

桂
太
郎
が
大
正
元
年
一
二
月
二
二
日
に
組
閣
し
、さ
ら
に
そ
の
後
継
内
閣
と
し
て
「
水
中
を
出
で
」
た
山
本
権
兵
衛
海
軍
大
将
が
大
正
二
年
二
月
二
〇
日
に
組
閣
し
て
い
た
が
、
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清
浦
が
当
時
首
相
候
補
者
集
団
の
先
頭
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
な
お
同
記
事
の
な
か
で
、
仲
小
路
廉
に
よ
る
「
出
處
進
退
行
蔵
是
皆
時
に
隨
ふ
べ
き

の
み
」（
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）
と
の
指
摘
に
は
清
浦
の
信
条
を
言
い
当
て
て
い
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
は
本
節
末
尾
に
示
す
よ
う
に
、
権
力
闘
争

で
の
敗
北
の
運
命
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

（
６
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
外
版
）、
大
正
三
年
四
月
一
日
、
二
面
。

（
７
）
同
右
、
大
正
三
年
四
月
四
日
、
二
面
。

（
８
）
同
右
、
大
正
三
年
四
月
二
日
、
二
面
。

（
９
）
同
右
、
大
正
三
年
四
月
六
日
、
二
面
。

（
10
）
同
右
。

（
11
）
同
右
、
大
正
三
年
四
月
八
日
、
二
面
。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
拙
稿
「
近
代
日
本
に
お
け
る
統
治
機
構
整
備
と
議
会
開
設

―
明
治
五
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
清
浦
奎
吾
の
経
歴
を
通
し
て
」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
第

二
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

（
14
）
井
上
正
明
編
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
下
巻
（
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
刊
行
會
、
昭
和
一
〇
年
）
に
は
、「
清
浦
伯
爵
の
組
閣
參
謀
で
あ
つ
た
宗
像
政
は
、
後
日
大
隈
内
閣
の
成
立

を
見
て
、
當
時
の
事
情
に
就
い
て
、
自
か
ら
左
の
如
く
記
述
し
て
、
同
郷
の
新
聞
記
者
井
上
正
明
に
示
し
た
」（
一
八
五
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
、
次
の
証
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
八
代
海
軍
中
将
の
大
隈
内
閣
に
入
閣
し
た
る
は
、
無
條
件
入
閣
な
り
し
や
否
や
を
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
彼
の
海
軍
補
充
費
本
年
度
支
出
額
に
就
い
て
は
、
何
等
か

の
條
件
を
提
出
し
た
る
を
疑
は
ぬ
。
清
浦
内
閣
が
將
さ
に
成
ら
ん
と
し
て
、
遂
に
大
命
拝
辭
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
の
も
、
此
問
題
に
外
な
ら
ぬ
。
當
時
、
清
浦
子
爵
と
加

藤
中
将
と
の
交
渉
は
、
初
め
責
任
支
出
問
題
で
あ
つ
た
。
是
れ
は
憲
法
違
犯
と
し
て
、
不
同
意
を
表
し
た
。
同
中
将
も
亦
、
自
ら
之
を
撤
回
し
た
。
次
ぎ
は
臨
時
議
會
問
題

に
移
つ
た
。
臨
時
議
會
は
理
由
さ
へ
あ
れ
ば
、
必
ら
ず
し
も
不
同
意
を
表
せ
ぬ
。
併
し
臨
時
議
會
な
る
も
の
は
、
豫
期
せ
ぬ
事
情
が
突
發
し
て
、
臨
時
緊
急
を
要
す
る
場
合

に
開
く
も
の
に
て
、
通
常
の
豫
算
が
否
決
若
し
く
は
不
成
立
の
場
合
、
閉
會
後
、
直
に
臨
時
議
會
を
招
集
し
て
、
同
一
議
案
を
提
出
す
る
は
、
恰
も
再
議
に
附
す
る
が
如
き

も
の
に
て
、
甚
だ
穏
當
を
缺
ぐ
も
の
な
り
。（
下
略
）」（
同
）

（
15
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
外
版
）、
大
正
三
年
四
月
一
八
日
、
二
面
。

（
16
）
東
京
朝
日
新
聞
、
大
正
三
年
四
月
二
三
日
、
二
面
。

（
17
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
外
版
）、
大
正
三
年
四
月
八
日
、
二
面
。

（
18
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
四
日
、
二
面
。

（
19
）
東
京
朝
日
新
聞
號
外
、
大
正
一
二
年
一
二
月
二
七
日
。
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（
20
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
簿
冊
標
題
「
公
文
別
録
・
親
任
官
任
免
・
明
治
二
二
年
～
昭
和
二
二
年
・
第
五
巻　

大
正
一
三
年
～
昭
和
四
年
」、
件
名
「
任
内

閣
総
理
大
臣　

枢
密
院
議
長　
子
爵
清
浦
奎
吾
」
に
、
依
願
免
本
官
を
奏
聞
す
る
山
本
権
兵
衛
の
次
の
よ
う
な
添
書
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
今
回
ノ
事
變
ニ
當
リ
臣
權
兵

衛
惶
懼
伏
シ
テ
辭
表
ヲ
上
リ
シ
處
／
天
恩
厚
大
辱
ク
モ
／
優
旨
ヲ
下
シ
給
フ
臣
權
兵
衛
感
激
恐
悚
ノ
至
ニ
堪
ヘ
ス
竊
ニ
惟
ル
ニ
此
事
タ
ル
至
重
至
大
臣
權
兵
衛
施
政
統
督
ノ

任
ニ
在
リ
其
ノ
責
最
モ
大
到
底
任
ニ
留
ル
ニ
由
ナ
シ
仰
キ
願
ク
ハ
臣
ノ
苦
衷
ヲ
照
鑑
シ
給
ハ
ム
コ
ト
ヲ
茲
ニ
尊
嚴
ヲ
冒
シ
謹
テ
再
ヒ
辭
表
ヲ
上
ル
／
大
正
十
二
年
十
二
月

二
十
九
日
／
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
山
本
權
兵
衛
」。

（
21
）
坂
野
潤
治
著
『
日
本
近
代
史
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
三
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
22
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
四
日
、
二
面
。

（
23
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
五
日
、
二
面
。

（
24
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
四
日
、
二
面
。

（
25
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
二
日
、
二
面
。

（
26
）
坂
野
、
前
掲
書
、
三
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
27
）
同
右
。

（
28
）
東
京
朝
日
新
聞
、（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
五
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
29
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
一
〇
日
、
夕
刊
、
一
面
に
「
佐
竹
氏
受
諾
／
法
制
局
長
官
」
の
見
出
し
の
下
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
「
法
制
局
長
官
に
擬
せ
ら
れ
た

大
阪
市
電
氣
局
長
佐
竹
三
吾
氏
に
對
し
（
大
正
一
三
年
一
月
）
八
日
午
後
十
一
時
小
橋
内
閣
書
記
官
長
か
ら
正
式
交
渉
の
電
報
に
接
し
た
の
で
氏
は
九
日
朝
關
市
長
の
諒
解

を
得
た
結
果
愈
就
任
の
覺
悟
を
定
め
上
京
す
る
事
に
な
つ
た
（
大
阪
電
話
）」。
清
浦
内
閣
の
閣
僚
の
履
歴
に
関
し
て
は
、
戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
／
秦
郁
彦
著
『
戦
前
期

日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）、
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
及
び
衆
議
院
参

議
院
編
『
議
会
制
度
七
十
年
史　

貴
族
院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
三
六
年
）
に
よ
る
。

（
30
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
五
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
31
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
七
日
、
二
面
。

（
32
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
三
日
、
二
面
。

（
33
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
二
日
、
二
面
。

（
34
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
五
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
35
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
二
日
、
二
面
。

（
36
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
三
日
、
二
面
。
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（
37
）
同
右
。

（
38
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
二
日
、
二
面
。

（
39
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
五
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
40
）
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
「
小
橋
一
太
文
書
」、
分
類
番
号
七
五
九
、「
小
橋
杏
城
先
生
を
お
も
ふ
」（
故
小
橋
先
生
記
念
事
業
会
発
行
、
昭
和
一
六
年
）
ペ
ー
ジ
表
記
無
。

（
41
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
一
九
日
、
二
面
。

（
42
）
同
右
。
な
お
、
平
成
二
八
年
一
一
月
九
日
か
ら
衆
議
院
憲
政
記
念
館
に
て
、
同
館
に
よ
る
『
普
通
選
挙
を
め
ざ
し
て

―
犬
養
毅
・
尾
崎
行
雄

―
特
別
展
』
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
な
か
で
大
正
一
三
年
一
月
に
誕
生
し
た
清
浦
内
閣
は
「
特
権
内
閣
の
誕
生
」
と
、
当
時
の
写
真
に
付
さ
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
「
打
倒

清
浦
内
閣
を
め
ざ
す
」（
同
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
政
治
勢
力
に
よ
る
宣
伝
文
句
が
そ
の
ま
ま
歴
史
的
な
説
明
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
一
例
で
あ
る
。

（
43
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
一
二
日
、
二
面
。

（
44
）
松
尾
尊
兊
著
『
普
通
選
挙
制
度
成
立
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
二
九
六
ペ
ー
ジ
。

（
45
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
一
九
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
46
）
遠
山
茂
樹
、
安
達
淑
子
著
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）
二
〇
七
ペ
ー
ジ
に
第
一
五
回
総
選
挙
政
党
別
得
票
数
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当

選
者
（
落
選
者
）
は
憲
政
党
が
一
五
二
名
（
一
一
三
名
）、政
友
本
党
が
一
一
一
名
（
一
二
九
名
）、立
憲
政
友
会
が
一
〇
二
名
（
一
〇
八
名
）、革
新
倶
楽
部
が
三
〇
名
（
二
三

名
）、
無
所
属
小
会
派
が
六
九
名
（
一
二
九
名
）
と
あ
り
、
こ
の
憲
政
会
、
立
憲
政
友
会
、
革
新
倶
楽
部
の
三
党
の
当
選
者
を
合
計
す
る
と
二
八
四
名
と
な
る
の
で
、
政
友
本

党
と
の
当
選
者
の
差
は
一
七
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
差
の
半
分
以
上
す
な
わ
ち
八
七
名
が
仮
に
政
友
本
党
の
当
選
者
と
な
っ
て
お
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
八
七
を
三
党
の

側
に
マ
イ
ナ
ス
、
政
友
本
党
の
側
に
プ
ラ
ス
と
し
て
仮
の
計
算
を
す
る
と
、
三
党
側
は
一
九
七
名
、
政
友
本
党
側
は
一
九
八
名
と
な
る
。
政
友
本
党
側
が
第
一
党
に
な
る
に
は
、

あ
と
八
七
名
の
当
選
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
の
落
選
者
数
は
一
二
九
名
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
そ
の
約
三
分
の
一
の
四
二
名
と
い
う
少
な
さ
で
あ
っ
た
な
ら
、

政
友
本
党
側
が
第
一
党
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
47
）『
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
衆
議
院
報
告
』（
衆
議
院
事
務
局
、
大
正
一
三
年
）
一
ペ
ー
ジ
。

（
48
）
同
右
、
七
ペ
ー
ジ
。

（
49
）
同
右
。

（
50
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
二
月
一
日
（
金
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
四
號
、
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
51
）
同
右
、
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
52
）
同
右
、
一
八
ペ
ー
ジ
。

（
53
）
同
右
、
一
九
ペ
ー
ジ
。
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（
54
）
東
京
朝
日
新
聞
號
外
、
大
正
一
三
年
一
月
三
一
日
。

（
55
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
三
一
日
（
木
曜
日
）
印
刷
局
。
詔
書
。

（
56
）
同
右
。

（
57
）『
第
四
十
七
回
第
四
十
八
回
第
四
十
九
回
帝
國
議
會
貴
族
院
事
務
局
報
告
』（
貴
族
院
事
務
局
、
大
正
一
四
年
一
月
）、
一
八
八
ペ
ー
ジ
。

（
58
）
同
右
。

（
59
）
同
右
。

（
60
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
一
五
日
、
二
面
。

（
61
）
同
右
、
大
正
一
三
年
一
月
一
三
日
、
二
面
。

（
62
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
二
三
日
（
水
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
號
、
七
ペ
ー
ジ
。

（
63
）
同
右
、
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
64
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
二
三
日
（
水
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
三
號
、
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
65
）
同
右
、
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
66
）
同
右
。

（
67
）
同
右
。

（
68
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
二
三
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
69
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
階
層
「
枢
密
院
文
書
・
枢
密
院
上
奏
撤
回
書
類
五
」、
件
名
「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
中
改
正
法
律
案
帝
国
議
会
ヘ
提
出
ノ
件
」、
件

名
番
号
〇
〇
六
。

（
70
）
同
右
参
照
。
こ
の
な
か
に
次
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
衆
議
院
議
員
選
擧
法
中
改
正
法
律
案
帝
國
議
會
ヘ
提
出
ノ
件
／
右
謹
テ
上
奏
シ
恭
シ
ク
／
聖
裁
ヲ

仰
キ
併
セ
テ
樞
密
院
ノ
議
ニ
付
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
請
フ
／
大
正
十
三
年
一
月
十
八
日
／
内
閣
總
理
大
臣
子
爵
清
浦
奎
吾
」。

（
71
）
同
右
参
照
。
こ
の
な
か
に
次
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
樞
密
院
御
諮
詢
中
ノ
衆
議
院
議
員
選
擧
法
中
改
正
法
律
案
撤
回
ノ
件
／
右
閣
議
ニ
供
ス
」
と
あ
り
、

内
閣
員
全
員
の
花
押
が
署
さ
れ
、
日
付
は
大
正
十
三
年
二
月
。
さ
ら
に
「
衆
議
院
議
員
選
擧
法
中
改
正
法
律
案
／
二
月
六
日
侍
從
長
ヲ
經
テ
撤
回
」
と
の
文
書
も
含
ま
れ
て

い
る
。

（
72
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
一
月
三
日
、
二
面
。

（
73
）
同
右
。

（
74
）
東
京
朝
日
新
聞
、
大
正
一
二
年
二
月
二
三
日
、
五
面
。
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（
75
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
二
三
日
（
水
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
號
、
九
ペ
ー
ジ
。

（
76
）
同
右
、
九
～
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
77
）
同
右
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
78
）
東
京
朝
日
新
聞
、
大
正
一
二
年
八
月
四
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
79
）
同
右
。

（
80
）
衆
議
院
参
議
院
編
『
議
会
制
度
七
十
年
史　

憲
政
史
概
観
』（
編
集
衆
議
院
参
議
院
、
印
刷
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
三
八
年
）
二
九
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
凡
例
に
は
同
書
が

立
教
大
学
の
大
久
保
利
謙
教
授
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
81
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
二
三
日
（
水
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
號
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
82
）
同
右
、
一
五
ペ
ー
ジ
。

（
83
）
同
右
、
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
84
）
同
右
。

（
85
）
同
右
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
86
）
同
右
、
一
八
ペ
ー
ジ
。

（
87
）
東
京
朝
日
新
聞
、
大
正
一
三
年
一
月
二
四
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
88
）
同
右
。

（
89
）
同
右
、
大
正
一
二
年
八
月
四
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
90
）
社
団
法
人
尚
友
倶
楽
部
編
『
佐
佐
木
行
忠
と
貴
族
院
改
革
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
九
五
年
）
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
91
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
二
四
日
（
木
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
三
號
、
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
92
）
同
右
。

（
93
）
同
右
、
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
94
）
同
右
。

（
95
）
同
右
、
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
96
）
前
掲
、『
議
会
制
度
七
十
年
史　

貴
族
院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』
一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（
97
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
二
四
日
（
木
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
三
號
、
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
98
）
同
右
、
二
四
ペ
ー
ジ
。
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（
99
）
同
右
、
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
100
）
同
右
。

（
101
）
同
右
。

（
102
）
同
右
、
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
103
）
同
右
、
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（
104
）
同
右
、
三
〇
～
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
105
）
同
右
、
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
106
）
同
右
、
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
107
）
同
右
。

（
108
）
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
「
上
山
満
之
進
関
係
文
書
」。『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
九
一
巻
第
七
・
八
号
、
昭
和

五
三
年
七
月
、「
上
山
満
之
進
関
係
文
書
」〔
４
〕
論
文
及
意
見
、
４
政
治
及
産
業
問
題
意
見
（
９
）
上
山
満
之
進
君
発
言
要
旨
（
第
四
一
回
～
六
七
回
議
会
、
大
正
八
年
～

昭
和
一
〇
年
、
貴
族
院
用
箋
八
六
枚
）
の
な
か
の
「
第
四
十
八
回
議
會
大
正
十
三
年
一
月
三
十
日
」。

（
109
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
三
一
日
（
木
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
五
號
、
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
110
）
前
掲
、「
上
山
満
之
進
関
係
文
書
」〔
２
〕
日
記
、
一
八
「
風
塵
録
」
大
正
一
一
年
一
月
一
日
～
一
二
月
二
八
日
の
な
か
の
「
五
月
九
日
」。

（
111
）
清
浦
奎
吾
履
歴
書
（
清
浦
家
保
管
）。
な
お
、
清
浦
奎
吾
の
履
歴
に
関
し
て
は
、
矯
正
協
会
編
刊
『
矯
正
協
会
百
周
年
記
念
論
文
集
』
の
別
巻
『
財
団
法
人
矯
正
協
会
百
年

年
譜
資
料
』（
平
成
二
年
）
五
一
二
～
五
一
六
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
清
浦
奎
吾
年
譜
」
が
詳
し
い
。

（
112
）
前
掲
、「
上
山
満
之
進
関
係
文
書
」〔
５
〕
身
上
に
関
す
る
書
類
、
１
「
上
山
満
之
進
履
歴
書
」。

（
113
）
同
右
、〔
２
〕
日
記
、
一
九
「
風
塵
録
」　

大
正
一
二
年
一
月
一
日
～
一
二
月
三
一
日
の
な
か
の
「
八
月
二
六
日
」。

（
114
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
三
年
一
月
三
一
日
（
木
曜
日
）
印
刷
局
。
第
四
十
八
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
五
號
、
八
〇
ペ
ー
ジ
。

（
115
）
同
右
、
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
116
）
同
右
。

（
117
）
同
右
。

（
118
）
同
右
。

（
119
）
前
掲
、
戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編
／
秦
郁
彦
著
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
に
よ
る
。

（
120
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
二
月
二
六
日
、
夕
刊
、
一
面
。「
選
擧
知
惠
袋
／
各
派
選
擧
長
の
腕
較
べ
／
【
七
】
内
閣
書
記
官
長　

小
橋
君
」。
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（
121
）
同
右
。

（
122
）
前
掲
、「
小
橋
一
太
文
書
」
分
類
番
号
五
三
二
、「
新
聞
切
抜　

大
正
一
三
年
」
所
収
の
「
九
州
新
聞
、
大
正
一
三
年
一
月
九
日
」。

（
123
）
同
右
、「
九
州
新
聞
、
大
正
一
三
年
四
月
二
一
日
」。

（
124
）『
官
報
』
第
五
〇
一
九
号
、
明
治
三
三
年
三
月
二
九
日
（
木
曜
日
）
印
刷
局
。「
法
律
第
七
十
三
號
」
／
「
衆
議
院
議
員
選
擧
法
」。

（
125
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
階
層
「
枢
密
院
文
書
・
枢
密
院
上
奏
撤
回
書
類
五
」、
件
名
「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
中
改
正
法
律
案
帝
国
議
会
ヘ
提
出
ノ
件
」、
件

名
番
号
〇
〇
七
。

（
126
）
同
右
。

（
127
）
同
右
。

（
128
）
同
右
。

（
129
）
同
右
。

（
130
）
同
右
。
予
定
通
り
、
大
正
一
三
年
三
月
三
一
日
午
後
一
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
一
回
枢
密
院
審
査
委
員
会
（
新
聞
報
道
で
は
「
精
査
委
員
会
」）
で
は
、「
政
府
は
何
故
に
本

案
の
如
き
憲
法
附
属
の
大
典
を
會
期
僅
か
に
三
週
間
を
出
で
ぬ
特
別
議
會
に
提
出
す
る
の
で
あ
る
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
は
、
清
浦
首
相
側
か
ら
「
普
選
實
施
は
今
や
既

に
國
論
の
定
ま
る
所
で
あ
る
、
從
つ
て
現
在
に
於
て
は
本
案
に
對
し
て
は
議
論
の
餘
地
は
殆
ん
ど
な
い
状
態
に
あ
る
、
既
に
國
民
の
與
論
で
あ
る
以
上
は
速
や
か
に
是
れ
を

解
決
し
置
く
を
以
て
適
當
措
置
と
認
め
こ
れ
を
特
別
議
會
に
提
出
す
る
云
々
」
と
返
答
が
な
さ
れ
て
い
た
。（
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
四
月
一
日
、
二
面
。）

（
131
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
五
月
一
九
日
、
夕
刊
、
一
面
。

（
132
）
前
掲
、
件
名
「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
中
改
正
法
律
案
帝
国
議
会
ヘ
提
出
ノ
件
」、
件
名
番
号
〇
〇
七
。
こ
の
撤
回
の
た
め
の
手
続
書
類
は
、
大
正
一
三
年
六
月
一
六
日
付
で

作
成
さ
れ
て
い
る
。

（
133
）
前
掲
、『
議
会
制
度
七
十
年
史　

憲
政
史
概
観
』
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
134
）『
第
五
十
回
帝
國
議
會
衆
議
院
報
告
』（
衆
議
院
事
務
局
、
大
正
一
四
年
）
一
二
三
ペ
ー
ジ
。
な
お
同
報
告
に
は
法
律
案
が
可
決
さ
れ
た
日
付
の
記
載
は
な
い
。
当
該
の
成
案

が
可
決
さ
れ
た
日
付
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
議
会
制
度
七
十
年
史　

憲
政
史
概
観
』
三
〇
五
ペ
ー
ジ
に
拠
っ
た
。

（
135
）『
官
報
號
外
』
大
正
一
四
年
五
月
五
日
（
火
曜
日
）
内
閣
印
刷
局
。「
法
律
第
四
十
七
號
」
／
「
衆
議
院
議
員
選
擧
法
」。

（
136
）
大
正
一
三
年
四
月
段
階
で
、
新
聞
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
普
選
案
に
『
獨
立
の
生
計
を
營
む
も
の
』
と
い
ふ
條
項
を
附
す
る
の
可
否
に
就
て
は
山
本

内
閣
時
代
法
制
審
議
會
に
於
て
も
盛
ん
に
議
論
せ
ら
れ
僅
々
一
票
の
差
で
削
除
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
た
の
で
あ
る
が
現
内
閣
の
立
案
中
に
も
此
の
條
項
を
附
し
た
の
で
樞

密
院
に
於
い
て
政
府
當
局
と
の
間
に
既
報
の
如
き
質
問
應
答
が
繰
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
云
々
」（
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
四
月
一
七
日
、
二
面
）。
な
お
こ

の
よ
う
に
清
浦
内
閣
が
準
備
し
て
い
た
普
選
案
で
は
「
獨
立
ノ
生
計
ヲ
營
ム
者
」
と
い
う
形
で
含
ま
れ
、
そ
し
て
加
藤
内
閣
が
成
立
さ
せ
た
普
通
選
挙
法
で
は
、
そ
の
第
六



内閣総理大臣清浦奎吾

― 29（34）―

条
第
三
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
失
格
条
項
は
『
官
報
号
外
（
五
）』
昭
和
二
二
年
三
月
三
一
日
「
法
律
第
四
十
三
号
」
に
お
い
て
、「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。（
中
略
）
第
六
條　

禁
治
産
者
及
準
禁
治
産
者
竝
ニ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ノ
刑
ニ
處
セ
ラ
レ
其
ノ
執
行
ヲ
終
リ
又
ハ
執
行
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
至
ル
迄
ノ
者
ハ

選
擧
權
及
被
選
擧
權
ヲ
有
セ
ズ
」
と
、
同
条
文
中
か
ら
こ
れ
以
外
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
と
い
う
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
の
廃
止
が
公
布
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
律
そ
の

も
の
、
す
な
わ
ち
衆
議
院
議
員
選
挙
法
（
大
正
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
、
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙
法
）
は
、『
官
報
号
外
』
昭
和
二
五
年
四
月
一
五
日
「
法
律
第
百
一
号
」
／

「
公
職
選
挙
法
の
施
行
及
び
こ
れ
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
廃
止
が
公
布
さ
れ
る
。

（
137
）
荒
木
武
行
著
『
床
次
竹
二
郎
氏
評
傳
』（
床
次
竹
二
郎
傳
刊
行
會
、
大
正
一
五
年
）
一
六
二
ペ
ー
ジ
。

（
138
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
三
年
二
月
一
日
、
二
面
。
な
お
、「
衆
議
院
解
散
理
由
」
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
「
清
浦
内
閣
總
理
大
臣

ノ
聲
明
シ
タ
ル
衆
議
院
解
散
理
由　

附
施
政
方
針
演
説
」
と
の
小
冊
子
（
奥
付
無
）
と
し
て
閲
覧
出
来
る
。
引
用
個
所
は
同
冊
子
二
ペ
ー
ジ
。

（
139
）
前
掲
、「
小
橋
一
太
文
書
」、
分
類
番
号
五
三
二
、「
新
聞
切
抜　

大
正
一
三
年
」
所
収
の
「
九
州
新
聞
、
大
正
一
三
年
四
月
一
九
日
」。

（
140
）
東
京
朝
日
新
聞
（
市
内
版
）、
大
正
一
四
年
三
月
三
日
、
二
面
。

（
141
）
前
掲
、『
官
報
號
外
』
大
正
一
四
年
五
月
五
日
「
法
律
第
四
十
七
號
」
／
「
衆
議
院
議
員
選
擧
法
」。

（
142
）
岩
井
忠
熊
著
『
西
園
寺
公
望
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）
一
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
143
）
西
尾
林
太
郎
「
清
浦
内
閣
の
成
立
と
研
究
会
」、『
社
会
科
学
討
究
』
第
三
三
巻
第
三
号
（
一
九
八
八
年
）
一
七
～
三
四
ペ
ー
ジ
。
季
武
嘉
也
著
『
大
正
期
の
政
治
構
造
』（
吉

川
弘
文
館
、
平
成
一
〇
年
）。
清
水
唯
一
朗
「
近
代
日
本
に
お
け
る
政
党
・
内
閣
・
官
僚
関
係
」（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
・
平
成
一
七
年
度
博
士
論
文
）
所
収
「
参

考
論
文
二　

清
浦
内
閣
の
一
考
察
―
貴
族
院
の
政
治
対
立
」。


